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日
中
戦
争
期
の
東
亜
経
済
懇
談
会

白

木

沢

旭

児

は
じ
め
に

日
中
戦
争
は
、
一
九
三
八
年
一
〇
月
の
漢
口
陥
落
を
も
っ
て
長
期
戦
の
局
面
に
入
る
。
長
期
戦
段
階
の
日
中
戦
争
は
、
こ
れ
以
後
約
七

年
間
続
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
間
に
日
本
の
戦
時
体
制
・
戦
時
経
済
は
大
き
く
変
容
し
、「
東
亜
共
栄
圏
」、「
東
亜
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
」
を

め
ざ
す
方
向
が
確
定
的
と
な
っ
た
。
日
中
戦
争
期
の
日
本
経
済
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
通
説
的
理
解
が
定
着
し
て
い
る
。
第
一
に
、

日
中
戦
争
の
長
期
戦
化
（＝

泥
沼
化
）
は
、
日
本
の
戦
費
支
出
を
増
大
さ
せ
、
軍
需
工
業
・
重
化
学
工
業
の
急
拡
大
を
も
た
ら
し
た
が
、

資
源
の
な
い
日
本
は
、
戦
争
遂
行
に
必
要
な
原
料
・
資
源
｜

た
と
え
ば
石
油
、
石
炭
、
鉄
鉱
石
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
等
お
よ
び
高
度
な
機

械
｜

工
作
機
械
、
人
造
石
油
製
造
機
械
、
自
動
車
等
を
イ
ギ
リ
ス
帝
国
圏
の
自
治
領
・
植
民
地
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
の
輸
入
に
大

き
く
依
存
し
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
英
米
圏
す
な
わ
ち
第
三
国
か
ら
の
輸
入
の
重
要
性
が
増
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
中
国
侵
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略
は
英
米
と
の
対
立
を
激
化
さ
せ
、
つ
い
に
は
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
武
力
的
資
源
獲
得
へ
と
帰
結
し
た
こ
と
、
第
三
に
、
対
第
三
国
貿
易

が
重
要
で
あ
っ
た
日
中
戦
争
段
階
（
太
平
洋
戦
争
以
前
）
に
は
政
府
・
軍
部
も
対
第
三
国
貿
易
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ

が
綿
・
人
絹
を
は
じ
め
と
す
る
輸
出
入
リ
ン
ク
制
と
円
ブ
ロ
ッ
ク
向
け
輸
出
制
限
政
策
と
し
て
具
体
化
さ

（
１
）

れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
中
戦
争
期
（
一
九
三
七
年
〜
一
九
四
一
年
十
一
月
）
と
太
平
洋
戦
争
期
（
一
九
四
一
年
十
二
月
〜
一
九
四
五
年
八
月
）
に
分
け
て
考

え
る
と
、
日
中
戦
争
期
に
お
い
て
日
本
の
戦
争
遂
行
は
英
米
へ
の
原
料
・
資
源
・
機
械
依
存
を
ま
す
ま
す
強
め
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、

そ
の
こ
と
は
政
府
・
軍
部
も
よ
く
認
識
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
太
平
洋
戦
争
期
に
お
い
て
は
英
米
依
存
政
策
は
放
擲
さ
れ
た
。
こ
の

対
外
経
済
政
策
の
一
八
〇
度
の
転
換
が
、
い
か
に
し
て
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
明
確
な
解
答
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え

ば
、
日
満
財
政
経
済
研
究
会
は
戦
争
経
済
を
企
画
し
た
際
に
、
当
初
は
英
米
依
存
を
前
提
と
し
て
「
本
邦
経
済
国
力
判
断
（
第
一
回
）」
を

作
成
し
て
い
た
し
、
長
期
戦
見
通
し
が
確
定
し
た
後
も
「
英
米
ト
ノ
一
時
的
妥
協
」
の
必
要
を
提
言
し
て
い
た
ほ
ど
で

２
）

あ
る
。
た
し
か
に

「
有
事
の
際
の
必
要
な
る
資
源
」
の
「
成
し
得
る
限
り
国
内
の
自
給

３
）

自
足
」
と
か
「
概
ね
昭
和
十
六
年
を
期
し
…
有
事
の
日
満
及
北
支
に
於

て
重
要
資
源
を
自
給
し
得
る
に
至
ら
し

４
）

む
る
」、
あ
る
い
は「
重
要
資
源
に
付
我
勢
力
圏
内
に
於
け
る
自
給
自
足
の
確
立
に
努
め
以
て
有
事

の
場
合
に
於
て
も
可
及
的
第
三
国
資
源
に
依
存
す
る
こ
と
な
か
ら
し
む
る

５
）

こ
と
」
な
ど
の
文
言
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
東
亜
（
勢
力
圏
）

に
お
け
る
自
給
自
足
論
は
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
も
そ
も
自
給
自
足
の
達
成
は
将
来
の
目
標
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
生
産
力

拡
充
計
画
が
実
行
さ
れ
目
標
を
達
成
し
た
あ
か
つ
き
に
見
え
て
く
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
現
実
の
政
策
決
定
の
過
程
に
お
い

て
第
三
国
依
存
の
放
擲
が
い
か
な
る
経
過
で
大
勢
の
意
見
と
な
り
定
着
し
た
の
か
、
を
問
う
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
日
中
戦
争
期
に
お
い
て
政
策
転
換
は
い
か
に
し
て
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
お
よ
び
資
料
発
掘
の
結
果
、
物

資
動
員
計
画
お
よ
び
生
産
力
拡
充
計
画
の
立
案
過
程
と
結
果
に
関
し
て
は
か
な
り
の
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て

６
）

い
る
。
し
か
し
、
本
稿

日
中
戦
争
期
の
東
亜
経
済
懇
談
会
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で
注
目
し
た
の
は
、
政
府
内
の
政
策
立
案
過
程
で
は
な
く
、
政
府
と
民
間
経
済
界
と
の
公
開
さ
れ
た
意
見
交
換
過
程
で
あ
る
。
そ
れ
は
以

下
の
理
由
に
よ
る
。
第
一
に
、
日
中
戦
争
期
の
統
制
経
済
実
施
過
程
は
、
政
府
が
一
方
的
・
専
権
的
に
決
定
し
た
こ
と
を
民
間
が
飲
む
、

と
い
う
方
法
を
と
ら
ず
、む
し
ろ
反
対
に
関
係
省
庁
間
の
意
見
調
整
と
と
も
に
主
管
省
と
民
間
業
界
団
体
と
の
間
に
意
見
調
整
が
行
わ
れ
、

民
間
の
合
意
を
経
て
実
施
に
移
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
か
ら
で

７
）

あ
る
。
池
田
成
彬
、
小
林
一
三
、
藤
原
銀
次
郎
な
ど
戦
時
期
に
見

ら
れ
る
民
間
人
経
済
閣
僚
の
存
在
は
、
こ
う
し
た
「
政
財
抱
合
」
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
彼
ら
も
民
間
代
表
と
し
て
ふ

る
ま
っ
た
の
で

８
）

あ
る
。
第
二
に
、
生
産
力
拡
充
計
画
を
分
析
し
た
山
崎
志
郎
に
よ
る
と
、
生
産
力
拡
充
の
進
捗
度
の
高
い
分
野
は
、
新
規

参
入
企
業
が
多
く
、
ま
た
企
業
規
模
と
し
て
も
下
位
企
業
の
成
長
が
目
立
つ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

９
）

い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
政

府
の
計
画
を
実
践
す
る
の
は
民
間
企
業
で
あ
る
た
め
に
、
戦
時
経
済
を
総
体
と
し
て
理
解
す
る
に
は
民
間
の
動
向
を
知
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。
政
府
が
秘
密
裡
に
決
定
し
て
も
、
民
間
が
実
行
し
な
け
れ
ば
何
も
起
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。
政
府
が
民
間
に
対
し
ど
の
よ
う
な

指
導
・
統
制
・
誘
導
を
行
い
、
民
間
が
ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
ち
そ
れ
に
答
え
た
か
、
あ
る
い
は
民
間
は
ど
の
よ
う
な
意
見
を
政
府
に
具

申
し
た
の
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
第
三
に
、「
公
開
さ
れ
た
」
と
い
う
点
に
関
わ
る
の
だ
が
、
日
中
戦
争
期
に
は
出
版
物
の
種
類
・
部
数

が
激
増
し
て

10
）

お
り
、
あ
る
意
味
で
日
中
戦
争
は
国
内
に
お
い
て
も
情
報
戦
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
か
ら
統

制
経
済
の
立
案
・
実
施
過
程
に
お
い
て
「
官
民
協
議
会
」
の
よ
う
な
も
の
は
無
数
に
開
か
れ
て
お
り
、
新
聞
に
よ
っ
て
そ
の
概
要
は
判
明

す
る
の
だ
が
、
日
中
戦
争
期
に
は
こ
う
し
た
官
民
協
議
会
の
一
部
に
つ
い
て
議
事
録
・
速
記
録
が
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
の
意
味
は
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
統
制
経
済
は
各
業
界
の
自
治
的
統
制
を
建
前
と
し
て
恐
慌
・
不
況
対
策
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ

11
）

た
が
、
日
中
戦
争
期
の
そ
れ
は
、
長
期
戦
遂
行
を
目
的
と
す
る
物
資
動
員
計
画
・
生
産
力
拡
充
計
画
の
実
践
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
各

業
界
の
利
益
と
直
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
各
業
界
の
既
得
権
益
を
侵
す
場
合
の
方
が
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
統
制
に
対
す
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る
摩
擦
は
大
き
く
な
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
統
制
立
案
過
程
、
実
施
過
程
に
お
い
て
民
間
の
意
見
聴
取
が
必
要
と
な
り
、
し
か
も
そ
れ
は
秘

密
裡
に
な
さ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
意
見
交
換
過
程
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
統
制
へ
の
理
解
・
支
持
を
得
よ
う
と
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
本
稿
の
課
題
は
、
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
日
本
の
対
外
経
済
政
策
の
転
換
、
す
な
わ
ち
英
米
（
第
三
国
）

依
存
か
ら
東
亜
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
志
向
へ
の
転
換
が
い
か
な
る
認
識
の
も
と
に
行
わ
れ
た
の
か
、
を
東
亜
経
済
懇
談
会
と
い
う
官
民
の
意
見

交
換
の
場
か
ら
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
章

東
亜
経
済
懇
談
会
の
性
格

一

結

成

東
亜
経
済
懇
談
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
八
年
十
一
月
二
二
日
か
ら
十
二
月
八
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
日
満
支
経
済
懇
談
会

が
大
き
な
契
機
と
な
っ
て

12
）

い
る
。
日
満
支
経
済
懇
談
会
と
は
、
日
満
支
ブ
ロ
ッ
ク
の
現
状
・
構
想
を
官
民
の
関
係
者
が
一
同
に
会
し
て
話

し
合
う
と
い
う
単
発
の
懇
談
会
で
あ
っ
た
。
日
満
支
経
済
懇
談
会
が
成
功
裡
に
終
わ
る
と
、
こ
れ
を
機
会
に
単
発
の
懇
談
会
で
は
な
く
常

設
の
中
枢
機
関
設
置
を
求
め
る
見
解
が
出
さ
れ
、
三
九
年
五
月
十
七
日
の
官
民
合
同
準
備
委
員
会
に
お
い
て
「
東
亜
経
済
懇
談
会
」
を
常

設
機
関
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
東
京
で
は
日
本
商
工
会
議
所
、
日
本
経
済
連
盟
会
が
、
大
阪
で
は
大
日
本
紡
績
連
合
会
、

大
阪
商
工
会
議
所
、
大
阪
工
業
会
が
中
心
と
な
り
組
織
作
り
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
政
府
側
と
し
て
は
大
蔵
省
が
東
亜
経
済
懇
談
会
を

管
轄
し
、
初
年
度
は
第
二
予
備
金
か
ら
八
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。
七
月
一
〇
日
に
創
立
総
会
が
行
わ
れ
、
こ
こ
に
お
い
て
常
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設
機
関
た
る
東
亜
経
済
懇
談
会
が
結
成
さ
れ
た
の
で

13
）

あ
る
。

設
立
当
時
の
東
亜
経
済
懇
談
会
役
員
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
会
長
に
は
財
界
実
力
者
の
郷
誠
之
助
を
据
え
、
日
本
本
部
長
に
は
東
亜

経
済
懇
談
会
設
立
に
寄
与
し
た
日
本
商
工
会
議
所
の
会
頭
で
あ
り
前
商
工
大
臣
八
田
嘉
明
、
大
陸
側
の
各
本
部
長
に
は
寺
崎
英
雄
の
ほ
か

は
中
国
人
を
充
て
て
い
る
。
顧
問
に
は
現
職
商
工
大
臣
、
農
林
大
臣
が
並
ぶ
ほ
か
池
田
成
彬
、
賀
屋
興
宣
、
結
城
豊
太
郎
な
ど
前
・
元
大

蔵
大
臣
が
並
ん
で
い
る
。
常
任
委
員
を
含
め
て
全
体
と
し
て
日
本
経
済
連
盟
会
、
各
地
主
要
商
工
会
議
所
、
各
地
主
要
銀
行
集
会
所
、
カ

ル
テ
ル
組
織（
業
界
団
体
）、
各
種
組
合
中
央
会
と
い
っ
た
経
済
団
体
を
網
羅
し
て
お
り
、
当
時
の
民
間
経
済
界
を
代
表
す
る
構
成
で
あ
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

二

懇
談
会
の
開
催

東
亜
経
済
懇
談
会
は
年
一
回
開
催
す
る
大
会
の
名
称
で
あ
る
と
と
も
に
常
設
機
関
・
社
団
法
人
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
懇
談
会
を
開
催
し

た
。
東
亜
経
済
懇
談
会
設
立
か
ら
太
平
洋
戦
争
開
始
ま
で
の
東
亜
経
済
懇
談
会
主
催
の
主
な
懇
談
会
は
表
２
の
通
り
で
あ
る
。
毎
年
一
一

月
な
い
し
十
二
月
に
総
会
・
大
会
を
大
規
模
に
開
催
し
つ
つ
、
問
題
ご
と
の
懇
談
会
を
た
び
た
び
開
催
し
、
と
り
わ
け
四
〇
年
に
は
頻
繁

な
開
催
ぶ
り
が
目
立
つ
。
分
科
会
の
置
き
方
を
見
る
と
、
い
か
な
る
問
題
群
が
議
論
の
対
象
と
さ
れ
た
の
か
が
わ
か
る
。
貿
易
、
交
通
、

農
業
、
鉱
工
業
と
い
た
テ
ー
マ
は
繰
り
返
し
設
定
さ
れ
て
い
て
討
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
。
地
方
へ
の
配
慮
も
見
ら
れ
、
大
会
に
付
随
し

て
各
地
座
談
会
が
行
わ
れ
、
日
満
貿
易
懇
談
会
、
官
民
貿
易
懇
談
会
が
大
阪
市
で
、
日
満
交
通
懇
談
会
が
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
は
言
う
ま
で
も
な
く
日
満
貿
易
、
日
中
貿
易
の
拠
点
で
あ
り
、
当
時
の
円
ブ
ロ
ッ
ク
輸
出
制
限
問
題
の
矢
面
に
立
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
当
地
に
て
開
催
し
地
元
業
者
の
参
加
を
企
図
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
新
潟
は
、
当
時
争
点
と
な
っ
て
い
た
日
満
最
短
交
通
路
の
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表1 東亜経済懇談会役員一覧（1939年11月28日現在)

役 職 氏 名 所属団体・役職

会 長 郷 誠之助 日本経済連盟会会長
日本本部長 八 田 嘉 明 日本商工会議所会頭、東京商工会議所会頭
満州本部長 丁 鑑 脩 新京商工公会会長、満州電業㈱社長
蒙疆本部長 寺 崎 英 雄 蒙疆銀行副総裁
華北本部長 曹 汝 霖 中華民国臨時政府行政委員会顧問
華中本部長 陳 紹 上海恒産会社社長
顧 問 池 田 成 彬 内閣参議

〃 小 倉 正 恆 住友鉱業㈱会長、住友化学工業㈱会長
〃 賀 屋 興 宣 北支那開発㈱総裁
〃 伍 堂 卓 雄 商工大臣
〃 酒 井 忠 正 農林大臣
〃 南 条 金 雄 日本郵船㈱取締役
〃 宮 田 光 雄 日満中央協会会長
〃 三 好 重 道 三菱石油㈱社長
〃 結 城 豊太郎 日本銀行総裁

常 任 委 員 八 田 嘉 明 日本商工会議所会頭、東京商工会議所会頭
〃 安 宅 弥 吉 大阪商工会議所会頭
〃 青 木 鎌太郎 名古屋商工会議所会頭
〃 榎 並 充 造 神戸商工会議所会頭
〃 田 中 博 京都商工会議所会頭
〃 有 吉 忠 一 横浜商工会議所会頭
〃 郷 誠之助 日本経済連盟会会長
〃 藤 原 銀次郎 全国経済団体連合会会長
〃 片 岡 安 大阪工業会理事長
〃 柳 父 昌 一 東亜経済建設促進中国四国連盟会長
〃 出 光 佐 三 北九州経済団体連盟会会長
〃 徳 田 昂 平 東京商工会議所副会頭
〃 中 山 太 一 大阪商工会議所副会頭
〃 中 川 正 左 日満実業協会常務理事
〃 明 石 照 男 東京銀行集会所会長
〃 大 平 賢 作 大阪銀行集会所会長
〃 平 生 三郎 鉄鋼連盟会会長
〃 松 本 健次郎 石炭鉱業連合会会長
〃 津 田 信 吾 大日本紡績連合会会長
〃 辛 島 淺 彦 日本人絹連合会理事長
〃 藤 山 愛一郎 日本糖業連合会理事長
〃 村 田 省 蔵 日本船主協会会長
〃 井 上 匡四郎 帝国鉄道協会会長
〃 水 野 錬太郎 港湾協会会長
〃 山 田 斂 帝国農会会長
〃 有 馬 頼 寧 産業組合中央会長
〃 鶴 見 左吉雄 商業組合中央会会長
〃 鈴 木 島 吉 工業組合中央会会長
〃 中 野 金次郎 日本実業組合連合会会長
〃 戸 沢 芳 樹 信託協会会長

注１)このほかに常任委員と同じ団体から参与25名が出ている。
２)所属団体・役職の欄は東亜経済懇談会編『東亜経済懇談会第一回大会報告書

昭和十四年十二月』1940年に記載されているものを優先し、不明のものを他
の資料から補った。

出所：拙稿「日中戦争期の貿易構想」『道歴研年報』第６号、2006年
原資料は
東亜経済懇談会編『東亜経済懇談会第一回大会報告書昭和十四年十二月』
1940年
所属団体・役職は他に猪野三郎監修『第十四版大衆人事録東京篇』帝国秘密
探偵社、1942年、猪野三郎監修『第十四版大衆人事録外地、満・支、海外篇』
帝国秘密探偵社、1943年、支那問題辞典編輯部編『支那問題辞典』中央公論
社、1942年
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表2 東亜経済懇談会主催会議一覧（1939年～1941年)

会 議 名 年 月 日

東亜経済懇談会第１回大会（於：東京市） 1939年 12月５日～７日
総会 12月５日、７日
第一分科会（農業） 12月６日
第二分科会（鉱業） 12月６日
第三分科会（工業） 12月６日
第四分科会（貿易） 12月７日
第五分科会（金融） 12月６日
第六分科会（交通） 12月７日
名古屋座談会、大阪座談会、九州座談会 12月11日～16日

日満経済懇談会（於：東京市） 1940年 ５月22日～24日
総会 ５月22日
交通分科会 ５月22日
鉱工業分科会 ５月23日
商業貿易分科会 ５月23日
金融分科会 ５月23日
農業分科会 ５月24日
分科会報告 ５月24日
広島座談会、九州座談会

日満貿易懇談会（於：大阪市） 1940年 ７月26日～28日
総会 ７月26日、28日
繊維製品分科会 ７月26日
雑貨分科会 ７月27日
金属製品分科会 ７月27日
農産品分科会 ７月28日
日満支貿易ニ関スル打合 ７月28日

日満交通懇談会（於：新潟市） 1940年 ９月28日～29日
東亜農業懇談会（於：東京市） 1940年 10月29日～31日

人口部会 10月29日
需給部会 10月30日
増産部会 10月31日
部会報告 10月31日

東亜経済懇談会第２回大会（於：東京市） 1940年 11月25日～30日
総会 11月25日、30日
農業部会 11月26日
交通部会 11月26日
鉱業部会 11月27日
金融部会 11月27日
重工業部会 11月28日
軽工業部会 11月28日
貿易部会 11月29日
大阪座談会、九州座談会 12月３日～６日

官民貿易懇談会（於：大阪市） 1941年 ５月26日～27日
東亜経済懇談会第３回大会（於：東京市） 1941年 12月４日～６日

開会式 12月４日
貿易ヲ主トスル懇談 12月４日
鉱工業ヲ主トスル懇談 12月５日
農業ヲ主トスル懇談 12月５日
各地域意見交換・座長報告・閉会 12月６日
名古屋座談会、大阪座談会、広島座談会、
九州座談会

12月10日～15日

出所：東亜経済懇談会『東亜経済懇談会第一回大会報告書 昭和十四年十二月』
1940年、東亜経済懇談会『日満経済懇談会報告書 昭和十五年五月』1940年、
東亜経済懇談会『日満貿易懇談会速記録 昭和十五年七月』1940年、東亜経
済懇談会『日満交通懇談会速記録 昭和十五年九月』1940年、東亜経済懇談
会『東亜農業懇談会速記録 昭和十五年十月』1940年、東亜経済懇談会『東
亜経済懇談会第二回総会報告書 昭和十五年十一月』1941年、東亜経済懇談
会『官民貿易懇談会速記録 昭和十六年六月』1941年、東亜経済懇談会『東
亜経済懇談会第三回大会報告書 昭和十六年十二月』1942年
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日
本
側
の
起
点
と
す
る
こ
と
を
政
府
が
決
定
し
た
こ
と
も
あ
り
、
新
た
な
大
陸
交
通
の
要
衝
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
東
亜
経
済
懇
談
会
を
設
立
す
る
際
に
は
「
日
満
支
経
済
」
の
た
め
の
「
中
枢
機
関
」
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
実
際
に
設
立
さ
れ
た
東
亜
経
済
懇
談
会
の
各
種
懇
談
会
を
見
る
と
、
参
加
者
・
発
言
者
と
も
に
民
間
人
が
多
く
、
こ
の
場
に
お
い

て
日
満
支
三
国
の
政
策
が
決
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
東
亜
経
済
懇
談
会
自
身
の
自
己
規
定
も
「
日
満
支
三
国
共
存
共
栄
互
助
連
環
の

経
済
機
構
確
立
に
協
力
す
る
目
的
を
以
て
三
国
朝
野
の
代
表
者
相
諮
り
、
東
亜
経
済
建
設
を
始
め
国
策
に
協
力
す
る
機
関
と
し
て
」
設
立

さ
れ
た
、
と
し
て

14
）

い
る
。
松
本
俊
郎
の

15
）

研
究
に
よ
れ
ば
、
四
〇
年
一
〇
月
の
閣
議
決
定
「
日
満
支
経
済
建
設
要
綱
」
を
具
体
化
す
る
た
め

に
企
画
院
は
日
満
支
経
済
協
議
会
を
設
立
し
た
。
こ
れ
は
政
府（
日
本
、
満
州
国
、
中
華
民
国
）、
民
間
経
済
人
、
学
識
経
験
者
が
構
成
メ

ン
バ
ー
と
な
り
日
満
支
を
通
じ
た
生
産
目
標
な
ど
を
審
議
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
日
満
支
経
済
の
中
枢
機
関
と
し
て
の
性
格

を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
日
満
支
経
済
協
議
会
は
四
一
年
九
月
頃
か
ら
活
動
を
開
始
す
る
が
、
そ
の
機
構
図
の
末
端
に
東
亜
経

済
懇
談
会
が
記
載
さ
れ
、
松
本
俊
郎
の
表
現
を
借
り
る
と
東
亜
経
済
懇
談
会
は
「
連
絡
、
広
報
の
任
に
あ
た
る
行
政
組
織
に
対
し
て
の
補

助
的
外
郭
団
体
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
当
初
は
常
設
機
関
、
中
枢
機
関
を
、
と
い
う
要
望
に
応
え
る
形
で
東
亜
経
済
懇
談
会

が
設
立
さ
れ
た
が
、
実
態
と
し
て
は
民
間
人
中
心
の
行
事
（
イ
ベ
ン
ト
）
開
催
団
体
に
す
ぎ
ず
、
四
〇
年
一
〇
月
以
降
に
改
め
て
日
満
支

経
済
中
枢
機
関
の
必
要
が
高
ま
り
日
満
支
経
済
協
議
会
が
生
ま
れ
た
、
と
い
う
よ
う
に
解
釈
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
東
亜
経
済
懇
談

会
は
常
設
機
関
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
中
枢
機
関
と
い
う
実
態
は
な
く
、
常
設
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
機
関
と
い
う
の
が
本
来
の

性
格
で
あ
ろ
う
。
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第
二
章

英
米
依
存
を
め
ぐ
る
諸
見
解

一

対
第
三
国
輸
出
振
興
の
強
調

一
九
三
九
年
十
二
月
に
開
か
れ
た
東
亜
経
済
懇
談
会
第
一
回
大
会
で
は
、
ま
ず
日
本
政
府
関
係
者
が
当
時
の
国
策
で
あ
っ
た
外
貨
獲

得
・
対
第
三
国
輸
出
振
興
の
線
に
沿
っ
た
発
言
を
行
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
堀
義
臣
（
商
工
省
貿
易
局
第
一
部
長
）
が
「
支
那
事
変
を

解
決
し
、
東
亜
新
秩
序
建
設
と
い
ふ
重
大
事
業
を
遂
行
す
る
為
に
、
…
非
常
に
大
き
な
消
費
を
為
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
外
に
、
緊
急
な

建
設
資
材
の
輸
入
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
関
係
上
、
外
貨
資
金
の
獲
得
が
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
事
業
」
な
の
で
「
輸
出
せ
ら
れ
て

外
貨
と
な
り
、
さ
う
し
て
重
要
資
材
の
輸
入
に
当
て
ら
れ
る
べ
き
各
種
の
商
品
が
、
日
本
国
内
に
於
け
る
消
費
を
禁
止
し
或
は
制
限
致
し

ま
し
て
、
第
三
国
に
輸
出
せ
し
め
る
」
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て

16
）

い
る
の
は
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。
堀
は
こ
れ
に
続
け
て
、
な
ぜ
円
ブ

ロ
ッ
ク
向
け
輸
出
の
制
限
が
必
要
か
、
を
説
い
て
い
る
が
、
対
第
三
国
輸
出
を
重
視
す
る
い
わ
ゆ
る
輸
出
振
興
策
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
、

対
円
ブ
ロ
ッ
ク
向
け
輸
出
は
制
限
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

三
九
年
十
二
月
に
お
い
て
は
、
円
ブ
ロ
ッ
ク
側
か
ら
も
対
第
三
国
貿
易
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
満
州
国
の
横
山
龍
一
（
満
州
国
総

務
庁
参
事
官
）
は
、
満
州
国
で
は
「
資
源
開
発
に
必
要
な
る
機
材
を
諸
外
国
か
ら
輸
入
す
る
と
い
ふ
為
に
、
相
当
外
貨
を
必
要
と
す
る
」

が
、「
第
三
国
貿
易
の
輸
出
物
資
」は
大
豆
な
の
で「
対
独
其
の
他
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
に
対
す
る
供
給
の
増
加
に
付
い
て
各
種
研
究
の
結
果
最
近
、

大
豆
の
専
管
制
度
を
実
施
致
し
ま
し
て
、
之
が
輸
出
の
調
整
増
進
を
図
る
と
い
ふ
制
度
を
確
立
し
た
」
と
し
て

17
）

い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
民
間
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
は
、
や
や
趣
を
異
に
し
て
い
た
。
田
中
完
三
（
三
菱
商
事
常
務
取
締
役
）
は
「
…
外
貨
の
獲
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得
と
い
ふ
や
う
な
点
か
ら
見
ま
す
と
、
稍
々
重
要
性
が
乏
し
い
か
の
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
る
け
れ
ど
も
、
併
し
今
日
、
此

の
日
、
満
、
支
三
国
間
に
於
け
る
経
済
協
同
体
と
い
ふ
点
か
ら
見
ま
す
と
、
此
の
円
ブ
ロ
ツ
ク
内
の
貿
易
が
最
も
重
要
性
を
持
つ
て
居
る

も
の
で
あ
り

18
）

ま
す
」
と
円
ブ
ロ
ッ
ク
貿
易
の
方
を
持
ち
上
げ
る
。
も
っ
と
も
田
中
の
発
言
は
、
こ
れ
に
続
け
て
日
満
支
三
国
が
い
ず
れ
も

輸
入
超
過
の
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
御
承
知
の
如
く
、
欧
州
動
乱
が
勃
発
致
し
ま
し
て
以
来
、
第
三
国
に
対
す
る
貿
易
は
可
成
り
好
都
合

な
状
態
に
置
か
れ
て
来
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
是
は
誠
に
千
載
一
遇
の
秋
で
あ
り
ま
す
が
、
此
の
好
機
を
逸
し
な
い
や
う
に
、
三
国（
日

満
支
を
さ
す
…
引
用
者
）
共
に
第
三
国
輸
出
と
い
ふ
こ
と
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
…
我
が
三
国
共
に
資
源
の

開
発
で
あ
る
と
か
、
生
産
の
拡
充
で
あ
る
と
か
、
軍
備
の
充
実
で
あ
る
と
か
い
ふ
こ
と
の
為
に
、
多
大
の
資
材
を
第
三
国
か
ら
輸
入
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
状
態
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
第
三
国
輸
出
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
説
い
て

19
）

い
る
。「
欧
州
動
乱
」（
第
二
次
世

界
大
戦
）
の
勃
発
が
、
か
つ
て
の
第
一
次
世
界
大
戦
同
様
、
日
本
の
輸
出
市
場
を
拡
大
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
き
わ
め
て
楽
観
的
な
見
通
し

と
と
も
に
、
円
ブ
ロ
ッ
ク
貿
易
へ
の
高
い
評
価
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
民
間
経
済
人
の
見
解
を
追
跡
す
る
際
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
彼
ら
は
学
者
で
も
思
想
家
で
も
な
い
た
め
、

そ
の
発
言
に
必
ず
し
も
一
貫
性
が
な
く
、
し
ば
し
ば
時
と
場
所
に
よ
り
変
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ま
っ
た
く
場
当
た
り
的
か
と
い

う
と
そ
う
で
は
な
く
、
機
会
主
義
的
な
対
応
の
奥
に
ひ
と
つ
の
業
界
の
立
場
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
田
中
完
三
の
場
合
、
政
府

側
の
第
三
国
重
視
の
合
唱
に
対
し
て
、
民
間
側
か
ら
円
ブ
ロ
ッ
ク
（
日
満
支
）
の
重
要
性
に
注
意
を
喚
起
し
つ
つ
、
他
方
に
お
い
て
「
欧

州
動
乱
」
が
対
第
三
国
輸
出
の
「
千
載
一
遇
の
秋
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
い
う
論
理
構
成
に
、
商
社
と
し
て
内
外
情
勢
を
睨
ん
で

の
発
言
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
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二

円
ブ
ロ
ッ
ク
向
け
輸
出
制
限
策
へ
の
批
判

対
第
三
国
輸
出
振
興
策
の
裏
返
し
と
し
て
円
ブ
ロ
ッ
ク
向
け
輸
出
制
限
策
が
採
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
当
然
の
ご
と
く
関

西
財
界
の
反
発
が
み
ら
れ
た
。
政
府
は
、
三
九
年
九
月
に
輸
出
入
品
等
臨
時
措
置
法
に
基
づ
く
商
工
省
令
第
五
三
号
「
関
東
州
、
満
州
国

及
中
華
民
国
向
輸
出
調
整
ニ
関
ス
ル
件
」（
い
わ
ゆ
る
関
満
支
輸
出
調
整
令
）を
公
布
し
た
。
そ
の
な
か
に
円
ブ
ロ
ッ
ク
向
け
輸
出
は
三
九

年
六
、
七
、
八
月
三
ヶ
月
間
の
輸
出
実
績
に
よ
り
許
可
す
る
と
い
う
条
項
が
あ

20
）

っ
た
。
中
山
太
一
（
大
阪
商
工
会
議
所
副
会
頭
）
は
業
者

の
実
情
を
踏
ま
え
て
「
…
六
、
七
、
八
の
三
ヶ
月
は
、
生
産
、
輸
出
共
に
最
閑
散
期
で
あ
る
。
又
船
腹
の
不
足
に
依
つ
て
出
荷
停
止
を
し

て
居
る
期
間
で
あ
る
。
そ
の
上
天
津
地
方
の
水
害
に
依
る
積
戻
し
が
あ
り
、
又
そ
の
為
積
込
を
差
控
へ
た
も
の
も
あ
る
」
の
で
、
実
績
評

価
は
「
過
去
半
年
間
或
は
一
年
平
均
に
依
つ
て
之
を
決
定
す
る
弁
法
を
至
急
に
設
け
て
戴
き

21
）

た
い
」
と
主
張
し
た
。
こ
れ
は
、
至
極
も
っ

と
も
な
主
張
で
あ
り
、
政
府
は
こ
の
後
、
中
山
の
発
言
通
り
、
実
績
評
価
を
三
八
年
九
月
か
ら
三
九
年
八
月
ま
で
の
一
ヶ
年
間
に
改
め
て

22
）

い
る
。

た
だ
、
関
西
財
界
の
主
張
の
な
か
で
こ
の
問
題
は
「
応
急
処
置
」
で
あ
っ
た
が
、
よ
り
根
本
的
な
問
題
は
中
山
の
大
阪
座
談
会
で
の
次

の
発
言
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

殊
に
欧
州
動
乱
の
た
め
三
国
（
日
満
支
三
国
…
引
用
者
）
共
に
各
国
よ
り
の
物
資
輸
入
が
困
難
で
あ
り
ま
す
時
に
於
い
て
、
努
め
て

各
種
の
必
要
な
資
材
を
三
国
間
に
於
て
調
弁
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
よ
つ
て
こ
れ
が
実
現
を
容
易
な
ら
し

め
る
た
め
に
は
関
満
支
輸
出
統
制
令
（
関
満
支
輸
出
調
整
令
の
こ
と
…
引
用
者
）
の
一
部
の
緩
和
を
も
要
望
し
、
出
来
る
限
り
わ
が

国
よ
り
満
支
輸
出
の
支
障
を
除
去
致
し
ま
し
て
、
之
を
潤
沢
に
輸
出
し
得
る
こ
と
に
努
む
る
と
共
に
、
一
方
わ
が
国
が
従
来
第
三
国

よ
り
輸
入
せ
る
幾
多
の
原
材
料
も
出
来
得
る
限
り
、
満
州
国
及
び
中
国
の
産
物
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
ら
し
め
、
却
つ
て
第
三
国
よ
り
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輸
入
品
は
こ
の
機
会
に
防
遏
出
来
る
や
う
に
三
者
一
体
と
な
つ
て
経
済
的
に
一
大
飛
躍
の
基
因
を
確
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り

23
）

ま
す
。

こ
こ
で
は
、
田
中
完
三
（
三
菱
商
事
常
務
取
締
役
）
が
指
摘
し
た
欧
州
動
乱
の
対
第
三
国
輸
出
へ
の
好
影
響
と
は
反
対
に
、
第
三
国
か
ら

の
原
材
料
輸
入
が
途
絶
す
る
だ
ろ
う
と
の
悲
観
的
見
通
し
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
事
実
は
中
山
の
見
通
し
の
正
し
さ
を
証
明
し
た

の
で
あ
る
。
政
府
が
対
第
三
国
輸
出
振
興
、
円
ブ
ロ
ッ
ク
向
け
輸
出
制
限
を
行
っ
て
い
た
三
九
年
に
お
い
て
、
こ
れ
に
対
す
る
民
間
の
反

応
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
批
判
的
で
あ
り
、
円
ブ
ロ
ッ
ク
の
位
置
づ
け
・
評
価
は
民
間
に
お
い
て
高
か
っ
た
、
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

三

第
三
国
重
視
政
策
へ
の
批
判

第
三
国
重
視
政
策
に
対
す
る
批
判
、
あ
る
い
は
円
ブ
ロ
ッ
ク
（
日
満
支
）
あ
る
い
は
東
亜
共
栄
圏
を
重
視
す
べ
し
、
と
の
主
張
は
、
早

く
も
一
九
四
〇
年
七
月
時
点
に
大
陸
側
か
ら
提
起
さ
れ
た
。
隠
岐
猛
男
（
満
州
国
経
済
部
物
価
科
長
）
は
、
日
満
貿
易
懇
談
会
席
上
に
て
、

満
州
国
が
従
来
「
日
本
か
ら
の
物
資
の
輸
入
と
い
ふ
こ
と
に
は
別
段
何
等
の
力
を
加
へ
な
か
つ
た
」
し
、「
対
欧
州
問
題
に
政
策
の
大
部
分

を
費
や
し
て
居
つ
た
」
と
し
た
上
で

即
ち
第
三
国
と
申
し
て
も
世
界
は
殆
ど
英
米
の
ブ
ロ
ツ
ク
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
等
の
諸
国
に
我
々
が
円
を
リ
ン
ク
し
て
作
り
ま
し

た
処
の
労
働
の
結
晶
を
安
い
儲
け
で
態
々
困
つ
た
か
ら
売
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
で
、
彼
等
の
不
当
の
高
価
の
製
品
を
買
入
れ
る
と

い
ふ
こ
と
は
徒
ら
に
国
力
を
消
耗
せ
し
め
る
の
み
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
日
本
は
英
米
依
存
主
義
を
廃
棄
し
て
東
亜
の
安
定
勢
力

と
し
て
独
立
の
勢
力
を
保
つ
と
い
ふ
こ
と
を
口
で
言
ひ
な
が
ら
今
迄
の
や
つ
て
居
つ
た
処
は
経
済
物
資
的
に
は
彼
等
に
対
す
る
依
存
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主
義
で
あ
り
、
隷
属
主
義
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
つ
い
た
の
で
あ
り

24
）

ま
す
。

と
第
三
国
重
視
政
策
の
誤
り
を
認
識
し
た
こ
と
を
高
ら
か
に
宣
言
し
た
。
四
〇
年
七
月
と
い
う
の
は
、
こ
の
種
の
意
見
と
し
て
早
い
例
で

あ
る
。

四
〇
年
十
一
月
に
発
表
さ
れ
た
日
満
支
経
済
建
設
要
綱
（
閣
議
決
定
）
は
、
今
後
一
〇
年
間
に
日
満
支
三
国
一
環
の
自
給
自
足
と
と
も

に
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
を
促
し
、
東
亜
の
世
界
経
済
上
の
地
位
を
強
化
確
立
す
る
こ
と
を
謳
い
、
英
米
を
は
じ
め
と
す
る
第
三
国
へ
の
依

存
を
克
服
す
る
こ
と
を
明
言
し
た
画
期
的
な
方
針
で
あ

25
）

っ
た
。
同
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
東
亜
経
済
懇
談
会
大
会
で
は
、
日
満

支
経
済
建
設
要
綱
を
歓
迎
・
賞
賛
す
る
意
見
が
続
出
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
拙
稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
星
野
直
樹
企
画
院
総
裁
、

岸
信
介
商
工
次
官
が
日
本
政
府
を
代
表
し
て
「
大
東
亜
共
栄
圏
の
確
立
」、「
東
亜
に
於
け
る
自
給
自
足
の
経
済
確
立
」
を
主
張
し
た
の
で

26
）

あ
る
。

同
じ
懇
談
会
で
は
民
間
か
ら
太
田
静
男
（
三
井
物
産
株
式
会
社
常
務
取
締
役
）
が
、
日
本
と
円
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
貿
易
が
日
本
側
の
大
き

な
輸
出
超
過
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
「
日
本
と
し
ま
し
て
は
是
と
云
ふ
代
償
物
を
貰
つ
て
居
な
い
」
が
「
輸
出
品
を
製
造
致

し
ま
す
る
原
料
の
大
き
な
部
分
は
、
第
三
国
か
ら
日
本
が
輸
入
を
致
し
ま
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
に
対
し
ま
し
て
金
貨
或
ひ
は

物
を
以
て
支
払
つ
て
居
る
」
の
で
「
詰
り
お
客
さ
ん
へ
は
掛
け
で
売
つ
て
置
い
て
仕
入
先
へ
は
現
金
を
払
つ
て

27
）

居
る
」
と
喝
破
し
た
。
桑

原
幹
根
（
日
本
商
工
会
議
所
理
事
）
は

従
来
は
外
貨
さ
へ
獲
得
し
て
居
り
ま
す
れ
ば
、
如
何
な
る
必
要
物
資
で
も
之
を
容
易
に
輸
入
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。

然
る
に
今
日
に
於
き
ま
し
て
は
第
三
国
が
或
ひ
は
軍
事
上
、
或
ひ
は
政
治
上
の
理
由
に
基
き
ま
し
て
、
特
定
物
資
の
輸
入
禁
止
を
行

つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
外
貨
の
獲
得
の
み
を
狙
ひ
ま
す
る
所
の
輸
出
振
興
は
最
早
目
的
を
見
失
つ
て
し
ま
つ
た
と
云
つ
て
差
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支
へ
な
い
と
考
へ
る
の
で
あ
り

28
）

ま
す
。

と
指
摘
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
と
き
に
噴
出
し
た
第
三
国
重
視
政
策
批
判
、
東
亜
共
栄
圏
自
給
自
足
論
は
、
ア
ジ
ア
に
対
す
る
日
本
の
軍
事
行
動
を
前

提
と
し
て
い
る
も
の
で
は
、
必
ず
し
も
な
か
っ
た
。
先
に
紹
介
し
た
桑
原
幹
根
は
続
け
て
「
自
由
磅
禁
止
の
た
め
、
弗
磅
両
ブ
ロ
ッ
ク
を

通
じ
て
の
貿
易
調
整
は
最
早
考
え
ら
れ
な
く
な
つ
た
」
の
で
「
早
晩
米
国
経
済
の
依
存
か
ら
脱
却
す
べ
き
こ
と
は
疑
ひ
も
な
く
、
今
後
我

が
国
貿
易
の
赴
く
べ
き
必
然
の
方
向
で
あ
る
」と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
政
策
の
転
換
に
よ
っ
て
、
日
本
が
従
来
と
っ

て
き
た
対
ポ
ン
ド
出
超
、
対
ド
ル
入
超
の
相
殺
が
ほ
ぼ
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
、
対
英
米
依
存
を
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
、

と
い
う
理
解
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
決
済
が
可
能
で
あ
れ
ば
対
英
米
貿
易
の
余
地
は
残
さ
れ
る
わ
け
で
、
そ
の
妙
案
と
し
て
桑
原
は

南
方
地
域
を
東
亜
経
済
圏
内
に
維
持
確
保
致
し
ま
す
こ
と
は
、
啻ただ
に
石
油
・
ゴ
ム
・
錫
・
鉄
鉱
・
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
等
の
資
源
的
参
加

を
期
待
出
来
る
ば
か
り
で
な
く
、
又
米
国
が
ゴ
ム
・
錫
等
の
物
資
を
此
の
地
域
に
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
已
む
を
得
な
い
立
場
に
あ

る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
日
本
は
此
処
に
各
種
の
生
活
必
需
品
を
送
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
斯
く
て
日
本
と
南
方
諸
地
域

と
米
国
と
の
間
に
三
角
的
な
求
償
関
係
を
結
び
ま
し
て
、
米
国
よ
り
軍
需
及
び
建
設
資
材
を
日
本
に
送
出
せ
し
め
る
と
云
ふ
物
資
の

交
流
方
法
も
考
へ
出
せ
る
の
で
あ
り

29
）

ま
す
。

と
い
う
日
本
｜

南
方
地
域（
東
南
ア
ジ
ア
）
｜

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
三
角
貿
易
を
提
唱
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
仏

印
進
駐
や
日
独
伊
三
国
同
盟
締
結
後
と
い
う
情
勢
か
ら
す
る
と
、
ま
っ
た
く
実
現
の
可
能
性
は
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
。

第
三
国
貿
易
重
視
・
輸
出
振
興
策
は
、
一
九
三
九
年
末
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
政
策
の
転
換
（
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
の
閉

鎖
、
交
換
性
の
否
認
）、
翌
四
〇
年
春
以
降
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
本
格
化
（
ド
イ
ツ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
制
覇
）
を
受
け
て
、
行
き
詰
ま

― ―108

日
中
戦
争
期
の
東
亜
経
済
懇
談
会



り
、
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
民
間
あ
る
い
は
満
州
国
側
は
原
理
的
に
第
三
国
重
視
策
が
誤
っ
て
い
た
と
し
て
、
第
三
国
貿

易
の
行
き
詰
ま
り
を
歓
迎
し
、
円
ブ
ロ
ッ
ク
重
視
、
東
亜
自
給
自
足
を
志
向
す
る
貿
易
政
策
を
本
来
の
あ
る
べ
き
貿
易
政
策
と
し
て
賛
同

を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。四
一
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
東
亜
経
済
懇
談
会
第
三
回
大
会
に
お
い
て
元
興
亜
院
技
術
部
長
の
宮
本
武
之
輔（
企

画
院
次
長
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

…
今
日
迄
の
如
く
東
亜
の
諸
国
家
が
貿
易
国
家
と
し
て
外
国
か
ら
沢
山
の
品
物
を
輸
入
す
る
そ
し
て
外
国
へ
又
沢
山
の
品
物
を
輸
出

す
る
。
斯
う
云
ふ
貿
易
国
家
体
制
を
続
け
て
居
り
ま
す
る
限
り
其
処
に
経
済
の
独
立
も
な
け
れ
ば
、
又
国
防
の
独
立
を
確
保
す
る
事

も
出
来
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
従
ひ
ま
し
て
、
共
存
の
理
想
｜

目
標
と
致
し
ま
す
る
処
の
も
の
は
、
貿
易
国
家
体
制
か
ら
一
日
も

速
か
に
脱
却
を
致
し
ま
し
て
、
そ
う
し
て
所
謂
民
族
国
家
・
生
産
国
家
を
建
設
す
る
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
り

30
）

ま
す
。

太
平
洋
戦
争
開
戦
前
に
、国
際
貿
易
の
必
要
性
そ
の
も
の
に
疑
義
を
呈
す
る
見
地
に
ま
で
到
達
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

第
三
国
重
視
政
策
か
ら
東
亜
自
給
自
足
論
に
転
ず
る
た
め
に
は
、
東
亜
に
お
い
て
生
産
力
拡
充
物
資
あ
る
い
は
消
費
物
資
が
十
分
に
供
給

可
能
で
あ
る
こ
と
が
必
要
条
件
と
な
る
。
そ
の
問
題
は
、
日
中
戦
争
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
長
期
建
設
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
次
章
で
は

長
期
建
設
の
具
体
的
な
考
え
方
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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第
三
章

長
期
建
設
の
現
状
と
見
通
し

一

資
源
へ
の
期
待

満
州
事
変
勃
発
当
時
に
お
い
て
は
、
満
州
の
豊
富
な
資
源
の
存
在
が
日
本
国
内
で
喧
伝
さ
れ
、
過
大
な
期
待
が
抱
か
れ
た
。
し
か
し
、

満
州
国
が
成
立
し
、
実
際
に
満
州
開
発
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
満
州
熱
は
急
速
に
冷
却
し
、
資
源
も
当
初
期
待
し
た
ほ
ど
に
は
存
在
し
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
の
こ
と
が
華
北
進
出
の
衝
動
を
も
た
ら
し
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
日
中
戦
争
の
長
期
戦
化
は
長
期
建
設
の

課
題
を
生
ぜ
し
め
、
中
国
大
陸
の
資
源
が
華
北
・
華
中
・
華
南
・
蒙
彊
と
い
っ
た
地
域
別
に
調
査
・
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
亜

経
済
懇
談
会
に
お
け
る
主
た
る
議
題
の
一
つ
は
中
国
大
陸
の
鉱
産
資
源
の
賦
存
量
の
把
握
と
開
発
の
進
展
度
の
状
況
報
告
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
か
つ
て
期
待
が
持
た
れ
た
満
州
国
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
資
源
の
賦
存
状
況
が
確
認
さ
れ
る
。
な
お
、
引
用
資
料
中
の
地
名

に
つ
い
て
は
判
明
し
た
か
ぎ
り
末
尾
の
附
図
に
記
載
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
八
木
聞
一
（
株
式
会
社
昭
和
製
鋼
所
理
事
）
は
、

第
一
に
、
石
炭
に
つ
い
て
「
鶴
崗
ホーカン

・
阜
新
フーシン

・
密
山

ミーシャン・
札

諾
爾

ジャーライノーアー
等
一
箇
所
に
於
て
夫
々
四
十
億
瓲
を
超
ゆ
る
大
炭
田
」
を
は
じ
め
と
し
て

「
撫
順

フーシュン
・
北
票

ペイピャオ
・
西
安
シーアン

・
本
渓
湖

ペ
ン
シ
ー

・
東
辺
道

ドンビェンドウ
そ
れ
ら
一
帯
の
推
定
埋
蔵
量
二
百
億
瓲
に
達
し
ま
す
大
炭
田
」
を
有
す
る
こ
と
、
し
か
も
そ

れ
ら
の
な
か
に
は
製
鉄
用
に
適
す
る
瀝
青
炭
を
多
量
に
含
む
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
二
に
、
鉄
鉱
に
つ
い
て
「
古
く
か
ら
よ
く
開
発

せ
ら
れ
て
居
り
ま
す
鞍
山

アンシャン
・
弓
張
嶺

ゴンチャンリン
一
帯
・

兒
溝

ミョウアーゴウ
を
中
心
と
致
し
ま
す
奉
安
線
地
区
の
鉄
鉱
に
加
へ
ま
す
に
、
新
に
世
紀
の
ホ
ー
プ

と
致
し
ま
し
て
時
代
の
脚
光
を
浴
び
つ
ゝ
あ
る
大
栗
子
溝

ダーリーツーゴウ
を
始
め
と
す
る
東
辺
道
一
帯
の
富
鉱
等
実
に
多
種
多
彩
、
而
も
質
に
於
き
ま
し

て
優
秀
な
る
の
み
な
ら
ず
、
又
量
に
於
き
ま
し
て
も
洵
に
豊
富
な
る
も
の
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
第
三
に
非
鉄
金
属
資
源
に
つ
い
て
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「
楊ヤン
家チャ
杖ジャン
子ツー
の
鉛
・
亜
鉛
・
モ
リ
ブ
デ
ン
」
が
東
洋
随
一
の
埋
蔵
量
を
示
し
、
マ
グ
ネ
ネ
シ
ウ
ム
の
原
鉱
石
で
あ
る
菱
苦
土
鉱
は
「
大
石
橋

ダーシーチャオ

を
中
心
と
し
て
無
尽
蔵
に
賦
存
し
、
而
も
品
質
優
良
、
恐
ら
く
は
世
界
無
比
の
大
鉱
床
で
あ
る
と
言
は
れ
て
居
り
」、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
原

料
で
あ
る
礬
土
頁
岩
は
「
煙
台

イェンタイ
・
牛
心
台

ニュウシンタイ
・
小
市

シャオシー
等
一
帯
の
地
域
に
多
量
埋
蔵
さ
れ
て
」
い
る
こ
と
を
誇
ら
し
く
報
告
し
て

31
）

い
る
。
石

油
に
つ
い
て
も
横
山
龍
一
（
満
州
国
総
務
庁
企
画
処
参
事
官
）
が
「
…
阜
新
で
昨
年
（
一
九
三
九
年
…
引
用
者
）
天
然
の
油
兆
地
を
発
見

致
し
ま
し
て
、
是
が
試
掘
に
従
事
中
で
あ
り
ま
し
た
が
本
月
（
五
月
…
引
用
者
）
十
二
日
試
掘
中
に
東
坑
の
油
兆
地
か
ら
ガ
ス
の
噴
出
を

見
ま
し
て
、
そ
れ
と
同
時
に
其
の
箇
所
に
於
て
天
然
原
油
の
採
掘
を
見
た
」と
報
告

32
）

し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
素
人
な
が
ら
石
田
武
亥（
奉

天
商
工
公
会
会
長
）
は
「
掘
り
さ
へ
す
れ
ば
幾
ら
で
も
あ
る
の
だ
、
日
本
の
貧
弱
な
重
工
業
資
源
か
ら
見
た
な
ら
ば
、
掘
り
さ
へ
す
れ
ば
、

幾
ら
で
も
出
る
満
州
を
持
つ
こ
と
は
如
何
に
心
強
い
こ
と
で
あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
を
考
へ
て
貰
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」と
豪
語
し
て

33
）

い
た
。

久
し
く
冷
め
て
い
た
満
州
熱
が
ふ
た
た
び
盛
り
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
、
何
と
言
っ
て
も
日
中
戦
争
期
の
長
期
建
設
の
主
役
は
華
北
で
あ
る
。
周ジョウジュエ（
東
亜
経
済
懇
談
会
華
北
本
部
長
代
理
）は「
昨

年
（
一
九
三
八
年
…
引
用
者
）
三
月
、
華
北
産
業
部
門
の
開
発
に
関
す
る
最
高
方
針
を
協
議
す
る
目
的
を
以
て
臨
時
政
府
代
表
王
克
敏

ワンクーミン
氏

と
当
時
の
日
本
北
支
那
方
面
軍
司
令
官
寺
内
閣
下
の
唱
導
に
依
り
設
立
せ
ら
れ
た
る
日
華
経
済
協
議
会
に
於
て
も
華
北
に
於
て
は
交
通
通

信
等
の
充
実
と
共
に
、
石
炭
、
鉄
、
工
業
塩
、
礬
土
頁
岩
等
の
開
発
は
之
を
統
制
事
業
と
し
て
強
力
化
し
、
且
つ
合
理
化
す
る
の
基
本
方

針
を
樹
立
し
て
」
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
そ
れ
ら
の
な
か
で
も
最
も
重
要
な
石
炭
は
「
…
現
在
の
運
輸
状
況
に
鑑
み
、
先
ず
搬
出
の
容

易
な
る
も
の
に
重
点
を
置
き
、
順
次
各
地
の
開
発
に
着
手
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
居
り
ま
し
て
…
主
要
炭
礦
は
そ
れ
〴
〵
北
支
那
開
発

株
式
会
社
の
子
会
社
と
し
て
本
格
的
開
発
の
緒
に
就
か
む
と
し
て
居
り
ま
す
」
と
述
べ
て

34
）

い
る
。
四
一
年
の
第
三
回
大
会
に
お
い
て
賀
屋

興
宣
（
大
蔵
大
臣
）
は
「
…
華
北
に
於
け
る
石
炭
資
源
は
二
千
億
瓲
と
称
せ
ら
れ
…
今
日
東
亜
共
栄
圏
が
其
の
一
環
た
る
中
華
民
国
に
期
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待
致
し
て
居
り
ま
す
る
主
要
物
資
は
此
の
石
炭
を
始
め
、
鉄
鉱
石
・
塩
・
棉
花
・
礬
土
頁
岩
等
で
あ
り
ま
し
て
、
其
の
生
産
額
は
年
々
飛

躍
的
の
増
加
を
見
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て

35
）

い
る
。

華
北
に
隣
接
す
る
蒙
彊
も
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
。
馬
永
魁

マーヨンクェイ（
蒙
古
連
合
自
治
政
府
代
表
）
は
、「
第
一
の
鉱
産
資
源
に
は
已
に
御
承
知

の
通
り
、
鉄
と
石
炭
と
石
綿
及
び
雲
母
等
が
あ
り
ま
す
。
只
今
迄
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
鉄
の
埋
蔵
量
は
二
億
二
千
万
瓲
、
石
炭
は
二

百
四
十
億
瓲
と
称
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
り

36
）

ま
す
」
と
報
告
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
、
鉱
産
資
源
の
賦
存
量
に
関
す
る
き
わ
め
て
楽
観
的
な
見
通
し
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
第
三
国
依
存
の
貿
易
政
策
は
批
判
さ

れ
、
東
亜
自
給
自
足
を
目
標
と
す
る
長
期
建
設
が
本
来
あ
る
べ
き
政
策
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
四
一
年
の
第
三
回
大
会
で
は
日
本
政
府
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
津
田
廣
（
商
工
省
鉱
産
局
長
）
も
「
寧
ろ
考
へ
や
う
に
依
り
ま
す
る
と
、
第
三
国
よ
り
の
輸
入
の
杜
絶
は
大
東
亜
の
当
然

往
く
べ
き
途
を
推
進
し
て
呉
れ
ま
し
た
絶
好
の
チ
ヤ
ン
ス
で
あ

37
）

つ
た
」
と
ま
で
言
い
切
る
有
様
で
あ
っ
た
。

二

石

炭

石
炭
賦
存
状
況
に
つ
い
て
勝
俣
英
（
三
菱
鉱
業
株
式
会
社
常
務
取
締
役
）
は
「
東
亜
共
栄
圏
の
石
炭
の
埋
蔵
量
は
｜

仮
に
英
領
印
度

及
び
豪
州
を
除
外
し
ま
し
て
も
｜

三
千
億
瓲
と
称
せ
ら
れ
ま
し
て
、
其
の
内
の
九
〇
％
は
日
・
満
・
華
三
国
に
賦
存
し
て
居
り
ま
す
。

殊
に
其
の
内
八
〇
％
は
中
華
民
国
に
あ
り
ま
す
。
而
も
其
の
大
部
分
は
北
支
に
存
在
す
る
の
で
あ
り

38
）

ま
す
」と
要
領
よ
く
説
明
し
て
い
る
。

一
九
三
九
年
に
発
生
し
た
「
石
炭
飢
饉
」
は
、
東
亜
経
済
懇
談
会
席
上
に
お
い
て
も
民
間
か
ら
の
戦
時
統
制
批
判
を
呼
び
起
こ
し
た
。

斯
波
孝
四
郎
（
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
会
長
）
は
「
…
現
今
満
州
に
於
て
各
工
業
者
そ
の
他
が
非
常
に
そ
れ
等
の
資
源
の
獲
得
に
困
難
を

感
じ
て
居
る
。
例
へ
ば
石
炭
の
本
場
と
迄
申
さ
れ
て
居
る
満
州
国
で
冬
の
如
き
は
石
炭
が
な
く
て
寒
空
に
震
へ
て
居
つ
た
と
い
ふ
や
う
な

― ―112

日
中
戦
争
期
の
東
亜
経
済
懇
談
会



事
実
も
沢
山
あ
り
ま
す
」と
し
た
上
で
、「
ど
う
も
一
方
増
産
と
い
ふ
御
報
告
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
民
間
の
者
に
一
向
石
炭
が
手
に
入
ら
ぬ

と
い
ふ
や
う
な
事
情
か
ら
考
へ
ま
す
と
、
要
す
る
に
こ
れ
は
統
制
の
大
い
な
る
欠
陥
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
て
居
る
」
と
石
炭
不
足

の
原
因
は
統
制
の
不
合
理
・
不
始
末
だ
と
批
判

39
）

し
た
。
ま
た
、
津
田
信
吾
（
大
日
本
紡
績
連
合
会
会
長
）
も
「
内
地
の
多
く
の
人
に
は
二

百
億
瓲
埋
蔵
力
を
有
す
る
満
州
国
を
親
類
に
持
ち
な
が
ら
石
炭
飢
饉
に
見
舞
は
れ
る
と
云
ふ
こ
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
」
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
石
炭
飢
饉
は
内
地
の
み
で
な
く
、
満
州
に
於
い
て
も
極
度
の
飢
饉
に
襲
は
れ
ま
し
て
、
両
国
の
産
業
上
に
大
損
害
を
蒙
つ
た
」こ
と
を
指

摘
し
、
そ
の
原
因
は
物
資
動
員
計
画
（
物
動
計
画
）
の
欠
陥
だ
と
し
た
。
す
な
わ
ち
「
物
動
計
画
な
る
も
の
は
当
局
過
去
の
数
字
、
統
計

に
捉
は
れ
、
而
も
現
在
並
に
将
来
の
需
給
測
定
に
対
し
て
は
常
に
考
察
い
た
し
難
い
処
に
其
の
欠
陥
が
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
過
去

の
実
績
に
拘
泥
し
た
物
動
計
画
の
数
値
で
は
、
新
た
に
興
る
石
炭
需
要
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
提
言
と
し
て
は
「
統
計

は
死
物
で
あ
り
ま
し
て
、
経
済
は
活
動
を
致
し
て
居
る
の

で
あ
り
ま
す
故
に
万
全
を
期
し
難
い
と
致
し
ま
し
て
も
当

業
者
の
意
見
を
お
聴
き
と
り
下
さ
れ
…
」
と
い
う
民
間
の

声
を
聞
け
、
と
の
主
張
を
行

40
）

っ
た
。

石
炭
飢
饉
に
つ
い
て
、
石
炭
を
統
制
す
る
側
で
あ
る
古

田
慶
三
（
昭
和
石
炭
株
式
会
社
社
長
）
は
、「
過
去
十
年
の

間
に
は
約
二
倍
半
の
需
要
増
加
を
見
る
に
至
つ
た
」
の
で

輸
入
の
必
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
石
炭
を
増
産
し
よ
う
に

も
「
如
何
せ
ん
、
段
々
一
般
資
材
が
不
足
を
し
、
又
労
力

表3 石炭輸入高
(単位：千トン、％)

満州国 中華民国 計

1936 2,257 1,154 4,546
1937 1,926 1,440 4,169
1938 1,412 1,706 3,783
1939 818 2,942 4,352
1940 809 3,787 5,076
1941 686 4,119 5,157
1942 642 4,539 5,455
1943 602 3,389 4,066
1944 589 1,606 2,195
1945 75 179 254

1936 49.6 25.4 100.0
1937 46.2 34.5 100.0
1938 37.3 45.1 100.0
1939 18.8 67.6 100.0
1940 15.9 74.6 100.0
1941 13.3 79.9 100.0
1942 11.8 83.2 100.0
1943 14.8 83.3 100.0
1944 26.8 73.2 100.0
1945 29.5 70.5 100.0

注１)計にはその他を含む。
２)原資料は日本石炭株式会社調

出所：東洋経済新報社編『昭和産業史
第３巻統計編』1950年
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も
足
り
な
い
為
に
思
ふ
や
う
に
増
産
を
実
現
し
得
な
い
と
い
ふ
困
難
な
状
態
に
あ
る
」
と
弁
明

41
）

し
た
。
し
か
も
満
州
炭
は
満
州
国
内
の
製

鉄
・
人
造
石
油
・
化
学
工
業
等
の
需
要
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
対
日
供
給
力
は
多
く
を
期
待
で
き
な
い
状

況
に
あ

42
）

っ
た
。

こ
こ
で
、
日
本
の
石
炭
輸
入
高
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
表
３
石
炭
輸
入
高
に
よ
る
と
、
日
中
戦
争
前
の
一
九
三
六
年
に
は
約
四
五
〇

万
ト
ン
の
石
炭
を
輸
入
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
ろ
は
満
州
国
が
首
位
、
第
二
位
は
中
華
民
国
、
そ
し
て
第
三
位
に
は
表
に
は
記
し
て
い
な

い
が
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
が
あ
る
。
日
中
戦
争
開
始
後
に
は
石
炭
輸
入
高
は
四
二
年
の
約
五
五
〇
万
ト
ン
ま
で
増
え
続
け
る
が
、
そ
の
輸
入

先
は
満
州
国
が
激
減
し
中
華
民
国
が
激
増
し
て
い
た
。
四
二
年
以
降
は
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
を
支
配
下
に
置
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
石
炭

輸
入
は
で
き
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
中
華
民
国
・
満
州
国
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
三
九
年
の
石
炭
飢
饉
は
、
満
州
国
か
ら
の
石
炭
輸
入
が
激
減

す
る
な
か
で
起
き
て
お
り
、
こ
れ
を
代
位
す
る
こ
と
が
中
華
民
国
（
華
北
・
蒙
疆
）
の
石
炭
に
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
蒙
疆

43
）

政
権
の
管
轄
下
に
入
っ
た
山
西
省
大
同
タートン

炭
鉱
は
、
そ
の
埋
蔵
量
か
ら
み
て
最
も
期
待
を
集
め
た
炭
鉱
で
あ
っ
た
。
山
際

満
寿
一
（
蒙
古
連
合
自
治
政
府
代
表
、
龍
烟

ロンイエン
鉄
鉱
株
式
会
社
理
事
長
）
は
次
の
よ
う
に
大
同
炭
鉱
を
紹
介
し
て
い
る
。

大
体
大
同
炭
田
の
層
は
六
乃
至
七
度
の
傾
斜
を
以
て
、
採
炭
に
非
常
に
楽
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
天
井
盤
が
非
常
に
頑
強
で
あ
り

ま
す
為
に
殆
ど
坑
木
と
云
ふ
も
の
を
使
は
ず
に
採
掘
を
進
め
て
居
り
ま
す
し
、
尚
且
つ
「
ガ
ス
」
の
発
生
と
か
湧
水
と
云
ふ
も
の
が

非
常
に
少
い
の
で
、
今
日
の
如
く
日
本
の
石
炭
不
足
と
云
ふ
や
う
な
場
合
に
可
な
り
大
き
く
御
手
伝
ひ
出
来
る
ん
だ
と
云
ふ
風
な
立

場
に
な
る
と
考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
…
大
体
百
二
十
億
瓲
の
埋
蔵
量
と
云
ふ
や
う
な
数
字
を
持
つ
て
居
り
ま
す
の
で
、
若
し
一
箇

年
に
三
百
万
瓲
づ
ゝ
採
掘
し
て
行
く
と
致
し
ま
し
て
も
二
百
何
十
年
も
続
く
と
云
ふ
や
う
な
算
定
で
あ
り
ま
し
て
、
現
況
に
於
き
ま

し
て
は
日
産
四
千
瓲
を
超
え
て
居
る
や
う
な
状
態
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
更
に
三
本
斜
坑
を
下
し
て
居
り
ま
す
の
で
、
来
年
度
か
ら
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是
が
出
炭
を
す
る
と
云
ふ
や
う
な
状
況
に
な
つ
て
居
り

44
）

ま
す
。

引
用
資
料
中
に
あ
る
「
一
箇
年
に
三
百
万
瓲
」
と
い
う
数
値
だ
が
、
仮
に
こ
れ
が
実
現
し
た
と
す
れ
ば
表
３
の
日
本
の
石
炭
輸
入
高
か

ら
み
て
き
わ
め
て
大
き
な
数
値
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
現
時
点
で
判
明
す
る
大
同
炭
鉱
の
生
産
実
績
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
大
同
炭

砿
株
式
会
社
が
作
成
し
興
亜
院
に
報
告
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
三
八
年
一
ヶ
年
間
の
生
産
高
は
八
〇
五
、
七
八
二
ト
ン
で
あ
っ
た
。
こ
れ

が
翌
三
九
年
一
ヶ
年
間
で
は
七
九
五
、
六
九
八
ト
ン
に
む
し
ろ
減
少
し
て
し

45
）

ま
う
。
中
村
隆
英
に
よ
る
と
四
〇
年
度
は
約
一
五
七
万
ト
ン
、

四
一
年
度
は
約
二
四
九
万
ト
ン
、
四
二
年
度
は
約
三
三
八
万
ト
ン
と
三
〇
〇
万
ト
ン
に
達
し
、
以
降
二
〇
〇
万
ト
ン
台
で
推
移
し
て

46
）

い
る
。

一
ヶ
年
三
〇
〇
万
ト
ン
の
公
約
は
日
中
戦
争
期
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
生
産
高
は
年
々
増
加
し
、
一
ヶ
年
だ
け
で
は
あ
る
が
四
二
年

度
に
ク
リ
ア
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

順
調
な
生
産
の
伸
び
も
あ
っ
て
か
、
四
一
年
の
東
亜
経
済
懇
談
会
第
三
回
大
会
で
は
武
藤
公
平
（
大
同
炭
砿
株
式
会
社
理
事
）
が
「
…

開
発
計
画
が
今
年
や
つ
と
完
成
を
致
し
ま
し
た
。
従
ひ
ま
し
て
之
に
要
す
る
労
務
者
も
最
近
は
大
体
一
〇
〇
％
の
労
務
者
を
得
つ
ゝ
あ
り

ま
す
の
で
、
本
年
は
既
開
発
の
炭
坑
に
更
に
新
規
開
発
の
山
を
入
れ
ま
し
て
初
期
の
計
画
通
り
の
出
炭
量
を
見
る
こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま

す
。
何
れ
に
致
し
ま
し
て
も
埋
蔵
量
は
殆
ど
無
尽
蔵
で
あ
り
ま
す
る
し
、
ガ
ス
或
は
出
水
等
、
斯
う
い
つ
た
も
の
は
殆
ど
絶
無
で
あ
り
ま

47
）

す
」
と
き
わ
め
て
楽
観
的
な
見
通
し
を
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三

鉄
鉱
石

国
内
生
産
量
の
多
い
石
炭
と
異
な
り
、
当
初
か
ら
輸
入
依
存
度
の
高
か
っ
た
鉄
鉱
石
に
つ
い
て
は
、
第
三
国
か
ら
の
供
給
が
不
可
欠
で

あ
っ
た
。
中
松
真
卿
（
日
本
製
鉄
株
式
会
社
社
長
）
は
「
東
洋
方
面
に
於
て
鉄
鉱
石
の
布
（ママ）存

状
態
を
見
て
見
ま
す
と
云
ふ
と
、
南
洋
方
面
、
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或
は
「
マ
レ
ー
」
と
か
、「
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
」
と
か
、
或
は
仏
領
印
度
支
那
、
或
は
南
洋
諸
島
、
又
遠
く
印
度
、
豪
州
と
云
ふ
や
う
な
地
方

に
迄
も
鉄
鉱
石
が
分
布
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
る
が
、
御
承
知
の
通
り
我
が
国
は
四
面
海
を
以
て
環
ら
し
て
居
る
と
云
ふ
状
況
に

あ
り
ま
す
為
に
、水
運
の
便
利
が
頗
る
宜
し
い
」の
で「
比
較
的
恵
ま
れ
て
居
る
…
非
常
に
便
利
な
地
位
に
置
か
れ
て
居
る
の
で
あ
り

48
）

ま
す
」

と
近
隣
諸
国
か
ら
の
輸
入
鉄
鉱
石
に
よ
り
日
本
の
製
鉄
業
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
中
松
は
、
日
本
は
国

内
に
鉄
鉱
石
は
少
な
い
が
、
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
港
湾
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
「
比
較
的
恵
ま
れ
て
居
る
」
と
認
識
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

四
〇
年
を
機
と
す
る
第
三
国
貿
易
重
視
政
策
の
転
換
は
、
鉄
鉱
石
給
源
の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
。
四
一
年
の
第
三
回
大
会
で
小

日
山
直
登
（
鉄
鋼
統
制
会
理
事
長
）
は

日
本
を
中
心
と
致
し
ま
し
た
最
近
ま
で
の
鉄
鋼
業
は
御
承
知
の
通
り
、相
当
多
量
の
製
鉄
原
料
で
あ
る
鉱
石
を
ヒ
リ
ツ
ピ
ン
・
マ
レ
ー

の
領
域
か
ら
輸
入
し
て
居
た
の
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
相
当
の
ス
ク
ラ
ツ
プ
を
輸
入
致
し
ま
し
て
製
鉄
事
業
を
し

て
居
り
ま
し
た
。
謂
は
ゞ
斯
か
る
関
係
に
於
き
ま
し
て
は
外
国
依
存
性
の
多
分
に
あ
つ
た
鉄
鋼
業
で
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る

に
極
く
最
近
、
少
な
く
と
も
現
在
の
実
情
は
全
く
是
等
の
外
国
依
存
性
を
断
ち
切
り
ま
し
て
、
自
主
的
鉄
鋼
業
の
運
営
を
致
し
て
居

り

49
）

ま
す
。

と
説
明
す
る
。
し
か
ら
ば
鉄
鉱
石
の
中
国
大
陸
か
ら
の
供
給
は
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
の
如
く
賦
存
量
に
関
す
る
楽
観
論
は
存
在

し
た
。
住
友
出
身
の
小
畑
忠
良
（
企
画
院
次
長
）
は

支
那
に
於
き
ま
し
て
は
、
中
支
の
揚
子
江
筋
に
賦
存
致
し
て
居
り
ま
す
る
有
名
な
数
多
の
鉱
床
は
申
す
に
及
ば
ず
、
北
支
の
龍
烟
付

近
・
南
支
の
海
南
島
、
世
人
の
遍
く
知
つ
て
居
り
ま
す
る
も
の
だ
け
を
拾
つ
て
見
ま
し
て
も
、
既
に
東
亜
を
し
て
大
製
鉄
の
基
地
た
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ら
し
む
る
鉄
鉱
の
供
給
は
十
分
で
あ
る
と
思
は
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
…
更
に
今
後
発
見
せ
ら
る
べ
き
大
陸
の
処
女
鉱
床
の

賦
存
に
想
ひ
を
致
し
ま
す
る
秋
、
私
は
東
亜
こ
そ
世
界
に
冠
絶
せ
る
鉄
鉱
の
宝
庫
た
る
の
観
を
深
く
す
る
の
で
ご
ざ
い

50
）

ま
す
。

と
既
知
の
鉄
鉱
石
資
源
に
加
え
て
当
時
の
新
発
見
で
あ
っ
た
海
南
島
の
鉄
鉱
石
と
「
今
後
発
見
せ
ら
る
べ
き
大
陸
の
処
女
鉱
床
」
に
ま
で

想
像
を
巡
ら
せ
、
東
亜
は
鉄
鉱
の
宝
庫
だ
と
太
鼓
判
を
押
し
た
の
で
あ
る
。

鉄
鉱
石
に
関
し
て
は
、

賦
存
量
如
何
の
問
題
に
加

え
て
中
国
大
陸
の
鉄
鉱
石

が
貧
鉱
が
多
い
と
い
う
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
最
も
古
く
か
ら
知
ら

れ
開
発
も
進
ん
で
い
た
鞍

山
に
つ
い
て
八
木
聞
一

（
株
式
会
社
昭
和
製
鋼
所

理
事
）
は
「
鞍
山
地
区
に

於
き
ま
し
て
は
、
今
の
二

十
億
瓲
の
鉱
石
の
大
部
分

が
貧
鉱
と
称
さ
れ
て
居
る

表4 鉄鉱石輸入高
(単位：トン、％)

満州国 中華民国 英領マレー
海峡植民地 計

1931 － 593,589 921,601 1,549,919
1932 6,182 557,092 877,886 1,482,409
1933 206 573,467 927,232 1,523,627
1934 3,307 825,461 873,395 2,131,916
1935 58 1,261,786 1,474,282 3,404,099
1936 66 1,251,908 1,691,432 3,780,109
1937 2,441 596,260 1,632,584 3,011,197
1938 2,800 147,208 1,600,144 2,845,006
1939 12,082 685,529 1,936,731 4,547,655
1940 46,841 1,174,968 2,041,366 4,690,227
1941 52,160 2,626,488 1,193,373 4,910,070
1942 86,476 3,539,531 76,887 3,757,694
1943 2,962 217,618 2,262 228,727
1944 0 1,042,035 － 1,505,239
1945 3,262 63,184 － 78,146

1931 38.3 59.5 100.0
1932 0.4 37.6 59.2 100.0
1933 0.0 37.6 60.9 100.0
1934 0.2 38.7 41.0 100.0
1935 0.0 37.1 43.3 100.0
1936 0.0 33.1 44.7 100.0
1937 0.1 19.8 54.2 100.0
1938 0.1 5.2 56.2 100.0
1939 0.3 15.1 42.6 100.0
1940 1.0 25.1 43.5 100.0
1941 1.1 53.5 24.3 100.0
1942 2.3 94.2 2.0 100.0
1943 1.3 95.1 1.0 100.0
1944 0.0 69.2 0.0 100.0
1945 4.2 80.9 0.0 100.0

注１)1944年～1945年は暫定数とされている。
２)計にはその他を含む。
３)原資料は商工省『製鉄業参考資料』

出所：東洋経済新報社編『昭和産業史第３巻統計編』1950
年
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鉱
石
」
だ
と
説
明
し
て

51
）

い
る
。
満
州
国
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
「
本
渓
湖
・
大
孤
山
・
其
の
他
東
辺
道
付
近
」
に
つ
い
て
も
「
是
が
ど
う

も
主
と
し
て
貧
鉱
で
、
稍
々
茂
山
（
朝
鮮
の＝

引
用
者
）
と
似
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
茂
山
よ
り
少
し
や
り
難
い
が
、
併
し
量
は
素
晴
し

く
多
く
十
数
億
ト
ン
を
予
想
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
り

52
）

ま
す
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
問
題
は
適
切
な
貧
鉱
処
理
法
を
確

立
す
る
こ
と
に
よ
り
対
処
可
能
な
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
で
は
、
現
在
判
明
す
る
限
り
で
中
国
か
ら
の
鉄
鉱
石
輸
入
の
実
績
を
検
討
し
よ
う
。
表
４
鉄
鉱
石
輸
入
高
に
国
別
の
輸
入
先
を
掲

げ
た
が
、
英
領
マ
レ
ー
は
鉄
鉱
石
産
地
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
海
峡
植
民
地
）
は
積
出
港
と
い
う
関
係
な
の
で
、
両
者
の
数
値
を
合
計
し
た

も
の
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
第
一
に
、
日
中
戦
争
前
の
鉄
鉱
石
輸
入
は
英
領
マ
レ
ー
お
よ
び
海
峡
植
民
地
が
最
大
の
輸

入
先
で
あ
り
、
第
二
位
が
中
華
民
国
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
日
中
戦
争
開
始
に
よ
り
中
華
民
国
か
ら
の
輸
入
は
激
減
し
、
四
〇
年
に

至
っ
て
も
日
中
戦
争
前
の
水
準
を
回
復
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
第
三
国
貿
易
が
困
難
と
な
る
四
一
年
以
降
、
英
領
マ
レ
ー
お
よ

び
海
峡
植
民
地
か
ら
の
輸
入
が
激
減
し
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
中
華
民
国
か
ら
の
輸
入
が
激
増
す
る
こ
と
、
が
わ
か
る
。
中
華
民
国
か
ら
の

輸
入
は
四
一
年
、
四
二
年
と
日
中
戦
争
前
水
準
お
よ
び
英
領
マ
レ
ー
お
よ
び
海
峡
植
民
地
を
凌
駕
し
、
四
三
年
以
降
に
ふ
た
た
び
激
減
す

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
日
中
戦
争
期
に
は
戦
争
直
後
の
混
乱
を
経
て
中
華
民
国
か
ら
の
鉄
鉱
石
輸
入
は
急
増
し
た
と
評
価
し
て
よ
い
だ

ろ
う
。

四

製
鉄
業

中
国
で
産
出
さ
れ
た
鉄
鉱
石
は
、
原
石
の
ま
ま
日
本
に
向
け
て
搬
出
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
中
国
・
満
州
国
に
立
地
す
る
製
鉄
工
場
に

供
給
さ
れ
て
い
た
。
華
北
・
蒙
疆
最
大
の
埋
蔵
量
を
誇
る
蒙
疆
政
権
管
轄
下
に
あ
る
察
哈
爾
省
・
龍
烟
鉱
山
の
場
合
、
現
在
は
「
日
々
三
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十
ト
ン
貨
車
八
十
輛
の
輸
送
を
継
続
し
て
居
り
ま
す
。
其
の
内
訳
は
十
輛
三
百
ト
ン
を
華
北
の
石
景
山

シチンシャン
製
鉄
所
へ
供
給
し
て
居
り
ま
す
。

六
十
輛
宛
が
塘タンクー
を
経
て
日
本
に
供
給
し
て
居
る
や
う
な
次
第
で
あ
り

53
）

ま
す
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
石
景
山
製
鉄
所
向
け
三
〇
〇
ト
ン
、

日
本
向
け
一
八
〇
〇
ト
ン
と
い
う
割
合
に
な
る
。

石
景
山
製
鉄
所
と
は
、
一
九
一
九
年
（
民
国
八
年
）
三
月
に
龍
烟
公
司
煉
鉄
廠
と
し
て
着
工
さ
れ
そ
の
後
第
一
次
安
直
戦
争
・
奉
直
戦

争
の
戦
禍
や
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況
の
影
響
で
完
成
を
見
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
も
の
が
北
伐
完
成
後
に
蒋
介
石
政
権
に
よ
り

接
収
さ
れ
、
日
中
戦
争
中
の
三
八
年
四
月
に
興
中
公
司
が
軍
の
命
令
を
受
け
て
修
復
工
事
に
当
た
り
同
年
十
一
月
二
十
日
に
火
入
れ
を
挙

行
し
た
と
い
う
歴
史
を
も
っ
て

54
）

い
る
。
日
中
戦
争
期
に
は
、
鉄
鉱
石
原
石
の
対
日
輸
出
か
現
地
製
鉄
に
よ
る
銑
鉄
の
対
日
輸
出
か
と
い
う

問
題
が
鉄
鋼
業
界
や
政
府
・
軍
の
な
か
で
論
争
と
な
っ
て
い
る
。
石
景
山
製
鉄
所
自
身
が
作
成
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
三
八
年
十
一
月
二

十
日
か
ら
四
〇
年
八
月
三
十
日
ま
で
の
約
二
一
ヶ
月
間
の
銑
鉄
生
産
量
は
五
六
、
六
〇
七
、
六
七
五
ト
ン
、
そ
れ
に
要
し
た
鉄
鉱
石
は
一

〇
九
、
五
七
〇
、
七
八
六
ト
ン
で
あ

55
）

っ
た
。
約
一
億
ト
ン
の
鉄
鉱
石
を
用
い
て
約
五
千
七
百
万
ト
ン
の
銑
鉄
が
で
き
る
｜

換
言
す
れ
ば

銑
鉄
は
鉄
鉱
石
の
半
分
近
く
の
重
量
に
減
る
の
で
あ
る
。

東
亜
経
済
懇
談
会
席
上
で
も
こ
の
問
題
は
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
山
際
満
寿
一
（
蒙
古
連
合
自
治
政
府
代
表
、
龍
烟
鉄
鉱
株
式
会
社
理
事

長
）
は…

本
年
度
（
一
九
三
九
年
度
…
引
用
者
）
の
日
本
政
府
の
生
産
拡
充
計
画
に
依
て
数
字
を
決
め
ら
れ
て
居
り
ま
す
が
、
十
月
末
日
現

在
に
於
き
ま
し
て
今
年
度
の
計
画
数
字
に
対
し
て
山
元
の
採
鉱
実
績
が
一
〇
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
云
ふ
実
績
を
挙
げ
て
居
り
ま
す

が
、
不
幸
京
包
線
の
八
達
嶺

バーターリン
の
水
害
で
一
箇
月
鉄
道
輸
送
が
杜
絶
さ
れ
、
そ
れ
に
引
続
い
て
塘

の
水
害
に
依
る
配
船
状
況
の
杜
絶

等
に
依
り
ま
し
て
、
鉄
道
の
輸
送
実
績
は
四
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
船
舶
輸
送
の
実
績
は
概
ね
三
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
成
績
を
以
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て
日
本
へ
供
給
致
し
ま

56
）

し
た
。

と
対
日
輸
送
の
困
難
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
臼
井
千
尋
（
蒙
疆
興
業
股
份
有
限
公
司
董
事
長
）
が
「
御
承
知
の

や
う
に
龍
烟
鉄
鋼
（ママ）は

既
に
開
発
三
年
、
着
々
成
績
を
挙
げ
昨
年
（
三
九
年＝

引
用
者
）
は
一
一
一

九
％
の
生
産
成
績
を
得
ま
し
た
が
、
然

る
に
対
日
供
給
は
三
六
・
九
％
と
云
ふ
芳
し
か
ら
ぬ
成
績
を
残
し
て
居
る
」
と
い
う
事
実
を
指
摘
し
た
上
で
「（
銑
鉄
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て＝

引
用
者
）
例
へ
ば
鉱
石
だ
け
の
半
分
に
節
約
さ
れ
た
だ
け
で
も
八
達
嶺
の
嶮
や
海
運
の
現
状
を
思
ふ
時
是
非
御
配
慮
を
と
当
局
に
御

願
ひ
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
」
と
蒙
疆
地
域
に
製
鉄
工
場
を
設
置
し
、
現
地
製
鉄
を
し
た
上
で
銑
鉄
を
対
日
供
給
し
た
い
と
い
う
希
望
を

述
べ
て
い
る
こ
と
で

57
）

あ
る
。

現
地
製
鉄
に
つ
い
て
は
、
華
北
の
天
津
テンチン

、
唐
山

タンシャン
地
方
に
製
鉄
所
を
設
立
す
る
と
い
う
構
想
と
蒙
疆
政
権
下
の
宣

化

シュワンホワに
製
鉄
所
を
設
立
す

る
と
い
う
構
想
が
対
立
し
て
い
た
と
い
わ

58
）

れ
る
。
天
津
・
唐
山
説
の
早
い
例
と
し
て
十
河
信
二
述
「
我
が
国
鉄
鋼
問
題
ト
北
支
龍
烟
鉄
鉱

ノ
開
発
」（
一
九
三
六
年
十
二
月
）、
興
中
公
司
「
天
津
付
近
ニ
製
鉄
所
設
立
案
（
参
考
案
）」（
一
九
三
六
年
十

59
）

一
月
）
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
十
河
は
鉄
を
低
廉
か
つ
豊
富
に
作
る
た
め
に
は
鉄
鉱
石
・
石
炭
の
輸
送
運
賃
の
高
さ
を
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
立
場

か
ら
龍
烟
鉄
鉱
を
開
発
し
、
産
出
し
た
鉄
鉱
石
を
現
地
に
て
銑
鉄
に
す
る
こ
と
を
提
唱
し
、
興
中
公
司
の
文
書
は
そ
の
具
体
案
で
あ
る
。

ま
た
、
中
村
隆
英
に
よ
る
と
北
支
那
方
面
軍
特
務
部
が
作
成
し
た
「
北
支
開
発
国
策
会
社
要
綱
案
」（
一
九
三
七
年
九
月
三
〇
日
）
の
な
か

に
「
天
津
、
唐
山
及
金
嶺
鎮

ジンリンジン
ニ
製
鉄
所
ヲ
新
設
ス
」
の
文
言
が
み

60
）

え
る
。

結
果
と
し
て
現
地
製
鉄
の
方
針
は
具
体
化
さ
れ
、
北
支
那
製
鉄
株
式
会
社
設
立
（
一
九
四
二
年
十
二
月
）
に
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
が
、
新

製
鉄
所
建
設
は
見
送
ら
れ
北
支
那
製
鉄
株
式
会
社
は
石
景
山
製
鉄
所
の
経
営
に
当
た
る
の
み
だ
っ
た
。
北
支
那
製
鉄
株
式
会
社
の
設
立
さ

れ
た
四
二
年
と
い
う
の
は
、
大
陸
と
日
本
と
の
輸
送
の
隘
路
が
ま
す
ま
す
困
難
と
な
る
時
期
で
あ
り
、
こ
の
と
き
に
は
中
国
大
陸
に
小
型
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溶
鉱
炉
を
簇
生
さ
せ
る
政
策
も
実
行
さ
れ
た
が
、
大
き
な
成
果
を
収
め
る
こ
と
は
で
き
な
か

61
）

っ
た
。
長
期
建
設
が
謳
わ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
現
地
工
業
化
の
具
体
化
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
現
地
製
鉄
を
は
じ
め
と
し
た
大
陸
へ
の
重
工
業
移
駐
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
、
政
府
・
軍
・
大
陸
関
係
者
・
内
地
民
間
当
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
の
結
論
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
東
亜
経
済
懇
談
会
に
集
ま
っ
た
官
民
の
関
係
者
は
、
一
九
四
〇
年
に
は
第
三
国
重
視

の
貿
易
政
策
（
同
時
に
円
ブ
ロ
ッ
ク
向
け
貿
易
制
限
策
）
に
対
し
批
判
的
な
意
見
を
述
べ
る
よ
う
に
な
り
、
英
米
依
存
よ
り
も
東
亜
自
給

の
方
が
本
来
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
、
と
の
共
通
認
識
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
日
本
政
府
関
係
者
は
四
〇
年
十
一
月
の
日

満
支
経
済
建
設
要
綱
発
表
以
後
に
揃
っ
て
論
調
を
変
え
て
い
る
が
、
民
間
人
や
大
陸
関
係
者
は
日
本
政
府
関
係
者
よ
り
も
早
く
か
ら
第
三

国
貿
易
重
視
策
批
判
を
展
開
す
る
、
と
い
う
時
間
的
ず
れ
が
み
ら
れ
る
。
第
二
に
、
英
米
依
存
か
ら
東
亜
自
給
へ
と
転
換
す
る
こ
と
が
可

能
だ
と
の
判
断
の
根
拠
に
は
、
大
陸
に
お
け
る
長
期
建
設
の
進
捗
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
石
炭
、
鉄
鉱
石
、
石
油
な
ど
の
重
要
資
源
の

埋
蔵
・
賦
存
状
況
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
楽
観
的
な
見
通
し
が
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
日
々
の
産
出
・
輸
送
状
況
に
つ

い
て
も
断
片
的
で
は
あ
る
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
内
地
政
府
も
傀
儡
政
権
も
詳
細
な
生
産
統
計
・
貿
易
統
計
を
公
表
す
る
こ
と
を

や
め
て
い
る
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
々
の
産
出
・
輸
送
状
況
が
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
し
か
も
四
〇
年
・
四
一
年

と
い
う
時
期
に
は
生
産
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。た
だ
し
輸
送
問
題
が
ネ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
は
こ
の
時
点
で
も
わ
か
っ
て
お
り
、
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こ
れ
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
の
事
実
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
三
に
長
期
建
設
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
、
大
陸
を
単
な

る
資
源
供
給
地
と
位
置
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
重
工
業
化
を
推
進
す
べ
し
、
と
の
主
張
が
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

日
中
戦
争
の
長
期
戦
局
面
は
、
大
陸
に
お
け
る
長
期
建
設
の
過
程
で
も
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
東
亜
経
済
懇
談
会
と
い
う
場
に
表
れ
た
見

解
を
紹
介
し
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
日
中
戦
争
の
性
格
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
も
長
期
建
設
の
実
証
的
研
究
が
必
要
だ
ろ
う
。

注
本
稿
で
頻
繁
に
用
い
る
資
料
は
以
下
の
よ
う
に
略
記
す
る
。

社
団
法
人
東
亜
経
済
懇
談
会
『
東
亜
経
済
懇
談
会
第
一
回
大
会
報
告
書

昭
和
十
四
年
十
二
月
』
一
九
四
〇
年＝

『
第
一
回
大
会
報
告
書
』

社
団
法
人
東
亜
経
済
懇
談
会
『
日
満
経
済
懇
談
会
報
告
書

昭
和
十
五
年
五
月
』
一
九
四
〇
年＝

『
日
満
経
済
懇
談
会
報
告
書
』

社
団
法
人
東
亜
経
済
懇
談
会
『
日
満
貿
易
懇
談
会
速
記
録

昭
和
十
五
年
七
月
』
一
九
四
〇
年＝

『
日
満
貿
易
懇
談
会
速
記
録
』

社
団
法
人
東
亜
経
済
懇
談
会
『
東
亜
経
済
懇
談
会
第
二
回
総
会
報
告
書

昭
和
十
五
年
十
一
月
』
一
九
四
一
年＝

『
第
二
回
大
会
報
告
書
』

社
団
法
人
東
亜
経
済
懇
談
会
『
東
亜
経
済
懇
談
会
第
三
回
大
会
報
告
書

昭
和
十
六
年
十
二
月
』
一
九
四
二
年＝

『
第
三
回
大
会
報
告
書
』

猪
野
三
郎
監
修
『
大
衆
人
事
録
第
十
四
版
東
京
篇
』
帝
国
秘
密
探
偵
社
、
一
九
四
二
年＝

『
東
京
篇
』

猪
野
三
郎
監
修
『
大
衆
人
事
録
第
十
四
版
外
地
、
満
・
支
、
海
外
篇
』
帝
国
秘
密
探
偵
社
、
一
九
四
三
年＝

『
外
地
篇
』

猪
野
三
郎
監
修
『
大
衆
人
事
録
第
十
四
版
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
篇
』
帝
国
秘
密
探
偵
社
、
一
九
四
三
年＝

『
近
畿
他
篇
』

⑴

こ
の
よ
う
な
日
中
戦
争
期
日
本
経
済
の
基
本
的
構
造
に
つ
い
て
は
原
朗
「
日
中
戦
争
期
の
外
貨
決
済
」（
一
）〜（
三
）『
経
済
学
論
集
』（
東
京
大
学
）
第
三
八

巻
第
一
号
〜
第
三
号
、
一
九
七
二
年
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
輸
出
振
興
策
と
し
て
の
リ
ン
ク
制
導
入
の
政
治
史
的
・
経
済
史
的
意
義
に
つ

い
て
は
松
浦
正
孝
『
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
経
済
と
政
治
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
が
詳
し
い
。
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⑵

日
満
財
政
経
済
研
究
会
「
長
期
戦
下
ノ
対
英
米
経
済
政
策
（
中
間
報
告
）」
一
九
三
九
年
二
月
（
日
本
近
代
史
料
研
究
会
編
『
日
満
財
政
経
済
研
究
会
資
料
｜

泉
山
三
六
氏
旧
蔵
｜

』
第
二
巻
、
一
九
七
〇
年
、
所
収
）。

⑶

関
東
軍
司
令
部
「
満
州
産
業
開
発
五
年
計
画
綱
要
」
一
九
三
七
年
一
月
（『
現
代
史
資
料
８
日
中
戦
争
１
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
四
年
）
七
一
九
頁
。

⑷

陸
軍
省
「
重
要
産
業
五
年
計
画
要
綱
」
一
九
三
七
年
五
月
二
九
日
（『
現
代
史
資
料
８
日
中
戦
争
１
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
四
年
）
七
三
〇
頁
。

⑸

『
現
代
史
資
料
８
日
中
戦
争
１
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
四
年
、
七
七
三
頁
〜
七
七
五
頁
。

⑹

た
と
え
ば
研
究
で
は
山
崎
志
郎
「
生
産
力
拡
充
計
画
の
展
開
過
程
」（
近
代
日
本
研
究
会
編
『
年
報
近
代
日
本
研
究
９
戦
時
経
済
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
七

年
、
資
料
集
と
し
て
は
原
朗
、
山
崎
志
郎
編
集
・
解
説
『
生
産
力
拡
充
計
画
資
料
』（
全
九
巻
）
現
代
史
料
出
版
、
一
九
九
六
年
、
原
朗
、
山
崎
志
郎
編
集
・
解

説
『
初
期
物
資
動
員
計
画
資
料
』（
全
十
二
巻
）
現
代
史
料
出
版
、
一
九
九
七
年
〜
一
九
九
八
年
な
ど
。

⑺

た
と
え
ば
綿
業
リ
ン
ク
制
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
商
工
省
は
紡
績
会
社
、
綿
花
輸
入
商
社
の
代
表
を
招
集
し
て
官
民
協
議
会
を
繰
り
返
し
行
っ
た
。
羊
毛

リ
ン
ク
制
と
の
内
容
の
違
い
も
紡
績
業
者
の
意
向
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
高
村
直
助「
綿
業
輸
出
入
リ
ン
ク
制
下
に
お
け
る
紡
績
業
と
産
地
機
業
」

（
近
代
日
本
研
究
会
編
『
年
報
近
代
日
本
研
究
９
戦
時
経
済
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）。
紡
績
業
が
特
殊
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
人
絹
リ
ン
ク
制
の
場
合

も
人
絹
糸
を
製
造
す
る
人
絹
会
社
（
す
べ
て
大
企
業
）
の
み
な
ら
ず
産
地
織
物
業
者
（
ほ
と
ん
ど
が
地
方
中
小
企
業
）
の
団
体
で
あ
る
日
本
輸
出
人
造
絹
織
物

工
業
組
合
連
合
会
と
も
事
前
の
協
議
を
重
ね
て
い
る
。
福
井
県
編
『
福
井
県
史
通
史
編
６
近
現
代
（
２
）』
一
九
九
六
年
。

⑻

松
浦
正
孝
は
池
田
成
彬
の
「
民
間
性
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
松
浦
正
孝
『
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
経
済
と
政
治
』（
前
掲
）。
藤
原
銀
次
郎
に
つ
い
て
は
藤
原

銀
次
郎
述
、
下
田
将
美
著
『
藤
原
銀
次
郎
回
顧
八
十
年
』
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
四
九
年
に
彼
の
民
間
経
済
人
と
し
て
の
自
己
認
識
が
如
実
に
示
さ
れ

て
い
る
。

⑼

こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
山
崎
志
郎
は
「
設
備
拡
充
計
画
の
主
要
な
担
い
手
を
見
る
と
、
国
家
セ
ク
タ
ー
を
有
す
る
場
合
な
ど
の
国
策
的
企
業
、
優
良
鉱

区
を
有
す
る
鉱
山
会
社
以
外
は
、
寧
ろ
当
該
産
業
に
お
け
る
中
心
的
企
業
と
は
別
の
下
位
な
い
し
新
興
企
業
な
ど
が
中
心
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
部
門
で
も
野
心

的
と
も
い
え
る
事
業
計
画
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
山
崎
志
郎
「
戦
時
工
業
動
員
体
制
」（
原
朗
編
『
日
本
の
戦
時
経
済

計
画

と
市
場
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
七
一
頁
。

⑽

佐
藤
卓
己
は
一
九
四
〇
年
を
ピ
ー
ク
と
す
る
雑
誌
売
り
上
げ
部
数
の
増
加
を
も
っ
て
「
出
版
バ
ブ
ル
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
佐
藤
卓
己
『
言
論
統
制
』
中
公

新
書
、
二
〇
〇
四
年
、
四
〇
頁
。
ま
た
、
当
時
の
雑
誌
記
事
目
録
に
よ
る
と
日
中
戦
争
期
・
太
平
洋
戦
争
期
の
執
筆
者
は
実
人
数
で
一
九
、
八
七
六
人
に
達
す
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る
の
で
あ
る
。
福
島
鑄
郎
、
大
久
保
久
雄
編
『
シ
リ
ー
ズ
大
東
亜
戦
争
下
の
記
録

大
東
亜
戦
争
書
誌
』
上
、
中
、
下
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
八
一
年
、

福
島
鑄
郎
、
大
久
保
久
雄
編
『
シ
リ
ー
ズ
大
東
亜
戦
争
下
の
記
録

戦
時
下
の
言
論
（
上
）
あ
〜
そ
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
八
二
年
、
福
島
鑄
郎
、
大

久
保
久
雄
編
『
シ
リ
ー
ズ
大
東
亜
戦
争
下
の
記
録

戦
時
下
の
言
論
（
下
）
た
〜
わ
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
八
二
年
。

拙
著
『
大
恐
慌
期
日
本
の
通
商
問
題
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
九
年
。

以
下
の
記
述
は
拙
稿
「
日
中
戦
争
期
の
貿
易
構
想
」『
道
歴
研
年
報
』
第
六
号
、
二
〇
〇
六
年
に
よ
る
。

拙
稿
「
日
中
戦
争
期
の
貿
易
構
想
」
で
は
社
団
法
人
東
亜
経
済
懇
談
会
が
設
立
さ
れ
た
と
し
た
が
、
社
団
法
人
の
認
可
は
翌
四
〇
年
一
月
二
七
日
で
あ
る
。

東
亜
経
済
懇
談
会
『
東
亜
経
済
懇
談
会
要
覧

昭
和
十
五
年
十
月
』
一
九
四
〇
年
。

東
亜
経
済
懇
談
会
『
東
亜
経
済
懇
談
会
要
覧

昭
和
十
五
年
十
月
』
一
九
四
〇
年
、
一
頁
。

松
本
俊
郎
「
第
２
次
大
戦
期
の
戦
時
体
制
構
想
立
案
の
動
き
｜
「
美
濃
部
洋
次
文
書
」
に
み
る
日
満
支
経
済
協
議
会
、
大
東
亜
建
設
審
議
会
の
活
動
｜

」

『
岡
山
大
学
経
済
学
会
雑
誌
』
第
二
五
巻
（
第
一
・
二
号
）、
一
九
九
三
年
。

第
四
分
科
会
（
貿
易
）、
一
九
三
九
年
十
二
月
七
日
、『
第
一
回
大
会
報
告
書
』
一
九
九
頁
。
堀
義
臣
は
一
八
九
六
年
生
ま
れ
、
一
九
二
一
年
東
大
独
法
科
卒
、

商
工
省
に
入
り
鉱
山
局
燃
料
課
長
、
福
岡
鉱
山
監
督
局
長
、
特
許
局
意
匠
商
標
部
長
、
貿
易
局
第
一
部
長
、
商
工
省
振
興
部
長
等
歴
任
。『
東
京
篇
』。

第
四
分
科
会
（
貿
易
）、
一
九
三
九
年
十
二
月
七
日
、『
第
一
回
大
会
報
告
書
』
二
一
三
頁
。
横
山
龍
一
は
一
九
〇
三
年
生
ま
れ
、
一
九
二
七
年
東
大
政
治
科

卒
、
大
蔵
省
に
入
り
長
崎
税
務
署
長
、
関
東
庁
財
務
部
財
務
理
財
課
長
、
税
務
課
長
を
経
て
三
九
年
満
州
国
に
転
じ
、
財
政
部
理
財
科
長
、
金
融
司
金
融
科
長

等
を
経
て
現
職
。『
外
地
篇
』。

第
四
分
科
会
（
貿
易
）、
一
九
三
九
年
十
二
月
七
日
、『
第
一
回
大
会
報
告
書
』
二
〇
六
頁
。
田
中
完
三
は
一
八
八
六
年
生
ま
れ
、
一
九
〇
八
年
東
京
高
等
商

業
学
校
卒
、
三
菱
商
事
に
入
り
雑
貨
部
長
、
倫
敦
支
店
長
、
燃
料
部
長
、
常
務
等
歴
職
。『
東
京
篇
』。

第
四
分
科
会
（
貿
易
）、
一
九
三
九
年
十
二
月
七
日
、『
第
一
回
大
会
報
告
書
』
二
〇
九
頁
。

大
蔵
省
昭
和
財
政
史
編
集
室
編
『
昭
和
財
政
史
第
十
三
巻
国
際
金
融
・
貿
易
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
三
年
、
三
六
九
頁
〜
三
七
〇
頁
。

第
四
分
科
会
（
貿
易
）、
一
九
三
九
年
十
二
月
七
日
、『
第
一
回
大
会
報
告
書
』
二
三
〇
頁
〜
二
三
一
頁
。
中
山
太
一
は
一
八
八
一
年
生
ま
れ
、
ク
ラ
ブ
化
粧

品
製
造
本
舗
株
式
会
社
・
中
山
太
陽
堂
株
式
会
社
・
太
陽
堂
薬
品
株
式
会
社
・
プ
ラ
ト
ン
株
式
会
社
社
長
、
大
阪
商
工
会
議
所
議
員
、
大
阪
実
業
組
合
連
合
会

会
長
、
貴
族
院
議
員
。『
大
阪
篇
』。
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大
蔵
省
昭
和
財
政
史
編
集
室
編
『
昭
和
財
政
史
第
十
三
巻
国
際
金
融
・
貿
易
』（
前
掲
）
三
六
九
頁
〜
三
七
〇
頁
。

大
阪
座
談
会
、
一
九
三
九
年
十
二
月
十
二
日
、『
第
一
回
大
会
報
告
書
』
四
三
八
頁
〜
四
三
九
頁
。

総
会
、
一
九
四
〇
年
七
月
二
六
日
、『
日
満
貿
易
懇
談
会
速
記
録
』二
二
頁
。
隠
岐
猛
男
は
一
九
〇
五
年
生
ま
れ
、
一
九
二
九
年
東
大
経
済
科
卒
、
南
満
工
専

講
師
、
満
鉄
奉
天
地
方
事
務
所
庶
務
係
長
歴
職
、
一
九
三
九
年
満
州
国
に
入
り
経
済
部
理
事
官
を
経
て
現
職
。『
外
地
篇
』。

小
倉
一
郎
『
概
観
昭
和
交
易
史
』
翼
書
房
、
一
九
四
四
年
、
七
〇
頁
〜
七
二
頁
。

拙
稿
「
日
中
戦
争
期
の
貿
易
構
想
」（
前
掲
）。

貿
易
部
会
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
二
九
日
、『
第
二
回
大
会
報
告
書
』六
七
四
頁
。
太
田
静
男
は
一
八
八
三
年
生
ま
れ
、
名
古
屋
商
業
卒
、
三
井
物
産
に
入
り

香
港
支
店
長
代
理
、
神
戸
穀
肥
本
部
長
代
理
、
同
副
部
長
、
大
連
支
店
次
長
、
本
店
穀
肥
部
長
、
紐
育
支
店
次
長
、
大
阪
支
店
次
長
等
歴
職
。『
東
京
篇
』。

貿
易
部
会
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
に
九
日
、『
第
二
回
大
会
報
告
書
』六
四
二
頁
。
桑
原
幹
根
は
一
八
九
五
年
生
ま
れ
、
一
九
二
二
年
東
大
法
学
部
卒
、
内
務

省
に
入
り
山
口
・
広
島
各
県
事
務
官
、
警
察
講
習
所
教
授
、
内
務
事
務
官
、
同
書
記
官
、
警
保
局
図
書
課
長
、
兵
庫
・
福
島
各
県
書
記
官
、
内
閣
東
北
振
興
事

務
局
書
記
官
兼
内
閣
調
査
官
、
内
閣
調
査
局
調
査
官
、
内
閣
東
北
局
長
等
を
歴
任
し
、
三
八
年
退
官
。『
東
京
篇
』。

貿
易
部
会
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
二
九
日
、『
第
二
回
大
会
報
告
書
』
六
四
六
頁
。

大
東
亜
共
栄
圏
経
済
建
設
講
演
会
、
一
九
四
一
年
十
二
月
六
日
、『
第
三
回
大
会
報
告
書
』
六
五
七
頁
〜
六
五
八
頁
。
宮
本
武
之
輔
は
一
八
九
二
年
生
ま
れ
、

一
九
一
七
年
東
大
土
木
工
学
科
卒
、
内
務
技
手
、
内
務
技
師
、
東
京
高
等
工
業
学
校
土
木
科
長
、
興
亜
院
技
術
部
長
等
歴
任
。『
東
京
篇
』。

重
工
業
部
会
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
二
八
日
、『
第
二
回
大
会
報
告
書
』四
九
八
頁
〜
五
〇
〇
頁
。
八
木
聞
一
は
一
八
九
七
年
生
ま
れ
、
一
九
一
八
年
東
京
高

等
商
業
学
校
卒
、
久
原
鉱
業
に
入
り
久
原
商
事
を
経
て
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
参
事
秘
書
役
、
総
務
部
監
理
課
運
輸
係
主
任
等
を
経
て
現
職
。『
外
地
篇
』。

鉱
工
業
分
科
会
、
一
九
四
〇
年
五
月
二
三
日
、『
日
満
経
済
懇
談
会
報
告
書
』
一
四
二
頁
。

総
会
、
一
九
四
〇
年
五
月
二
三
日
、『
日
満
経
済
懇
談
会
報
告
書
』六
〇
頁
。
石
田
武
亥
は
一
八
七
五
年
生
ま
れ
、
一
八
九
六
年
早
稲
田
専
門
学
校
卒
、
小
樽

新
聞
社
に
入
り
日
露
戦
争
に
従
軍
、
一
九
一
三
年
渡
満
し
奉
天
倉
庫
株
式
会
社
社
長
、
奉
天
銀
行
頭
取
等
歴
職
。『
外
地
篇
』。

第
二
分
科
会
（
鉱
業
）、
一
九
三
九
年
十
二
月
六
日
、『
第
一
回
大
会
報
告
書
』
一
二
六
頁
。
周

は
一
八
八
三
年
生
ま
れ
、
日
本
に
留
学
し
早
稲
田
大
学
卒
、

帰
国
後
参
議
院
議
員
、
国
民
政
府
外
交
部
に
入
り
一
九
三
一
年
駐
日
総
領
事
と
し
て
神
戸
、
横
浜
に
駐
在
、
三
三
年
帰
国
し
上
海
弁
事
処
参
事
、
同
主
任
、
同

処
長
を
歴
任
。
何
庭
流
監
修
、
大
陸
文
化
研
究
所
編
纂
『
現
代
支
那
人
名
辞
典
』
泰
山
房
、
一
九
三
九
年
（『
中
国
人
名
資
料
事
典
９
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
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一
九
九
九
年
復
刻
）。

開
会
式
講
演
、
一
九
四
一
年
十
二
月
四
日
、『
第
三
回
大
会
報
告
書
』
七
四
頁
。

総
会
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
二
五
日
、『
第
二
回
大
会
報
告
書
』
一
一
一
頁
。

鉱
工
業
を
主
と
す
る
懇
談
会
、
一
九
四
一
年
十
二
月
五
日
、『
第
三
回
大
会
報
告
書
』一
五
〇
頁
。
津
田
廣
は
一
九
二
五
年
東
大
英
法
科
卒
、
満
州
国
臨
時
産

業
調
査
局
、
工
商
司
工
務
科
長
等
歴
任
後
商
工
省
燃
料
局
事
務
官
、
第
一
油
政
課
長
、
大
臣
官
房
調
査
課
長
、
燃
料
局
総
務
部
総
務
課
長
、
同
石
炭
部
長
を
経

て
現
職
。『
東
京
篇
』。

鉱
工
業
を
主
と
す
る
懇
談
会
、
一
九
四
一
年
十
二
月
五
日
、『
第
三
回
大
会
報
告
書
』一
五
六
頁
。
勝
俣
英
は
一
八
八
六
年
生
ま
れ
、
一
九
一
一
年
東
大
採
鉱

科
卒
、
同
助
教
授
を
経
て
三
菱
合
資
会
社
採
炭
部
技
師
長
、
三
菱
鉱
業
株
式
会
社
技
術
部
技
師
長
等
経
て
現
職
。『
東
京
篇
』。

鉱
工
業
分
科
会
、
一
九
四
〇
年
五
月
二
三
日
、『
日
満
経
済
懇
談
会
報
告
書
』一
四
五
頁
〜
一
四
六
頁
。
斯
波
孝
四
郎
は
一
八
七
五
年
生
ま
れ
、
東
大
造
船
科

卒
、
三
菱
造
船
株
式
会
社
に
入
り
三
菱
電
機
株
式
会
社
、
日
本
電
池
株
式
会
社
取
締
役
等
歴
職
。『
東
京
篇
』。

鉱
工
業
分
科
会
、
一
九
四
〇
年
五
月
二
三
日
、『
日
満
経
済
懇
談
会
報
告
書
』一
六
二
頁
。
津
田
信
吾
は
一
八
八
一
年
生
ま
れ
、
一
九
〇
七
年
慶
大
理
財
科
卒
、

鐘
紡
に
入
り
淀
川
支
店
工
場
長
、
取
締
役
副
社
長
を
経
て
一
九
三
〇
年
社
長
に
就
任
。『
近
畿
他
編
』。

こ
の
あ
と
古
田
は
内
地
に
於
け
る
配
給
・
統
制
に
も
欠
陥
が
あ
っ
た
が
こ
れ
は
日
本
石
炭
株
式
会
社
の
設
立
に
よ
り
解
決
に
向
か
う
だ
ろ
う
と
の
見
通
し
を

示
し
て
い
る
。
鉱
工
業
分
科
会
、
一
九
四
〇
年
五
月
二
三
日
、『
日
満
経
済
懇
談
会
報
告
書
』一
五
〇
頁
。
古
田
慶
三
は
一
八
六
七
年
生
ま
れ
、
東
京
高
等
商
業

学
校
卒
、
三
井
鉱
山
株
式
会
社
商
務
部
長
、
基
隆
炭
砿
株
式
会
社
常
務
、
石
狩
石
炭
株
式
会
社
重
役
等
歴
職
。『
東
京
篇
』。

勝
俣
英
（
三
菱
鉱
業
株
式
会
社
常
務
取
締
役
）
の
発
言
に
よ
る
。
鉱
工
業
を
主
と
す
る
懇
談
会
、
一
九
四
一
年
十
二
月
五
日
、『
第
三
回
大
会
報
告
書
』
一
五

七
頁
。

日
本
支
配
下
の
内
蒙
か
ら
山
西
省
を
含
む
地
域
の
傀
儡
政
権
。
一
九
三
九
年
九
月
一
日
、
蒙
疆
連
合
委
員
会
が
改
組
さ
れ
樹
立
さ
れ
た
。
主
席
は
徳
王
、
首

都
は
張
家
口
。

第
二
分
科
会
（
鉱
業
）、
一
九
三
九
年
十
二
月
六
日
、『
第
一
回
大
会
報
告
書
』
一
二
九
頁
。
山
際
満
寿
一
は
一
九
〇
三
年
生
ま
れ
、
早
大
理
工
科
電
気
科
卒
、

同
助
教
授
、
一
九
三
二
年
関
東
軍
政
治
経
済
担
当
部
員
と
し
て
渡
満
、
三
六
年
興
中
公
司
に
入
り
龍
烟
鉄
鉱
株
式
会
社
設
立
と
と
も
に
理
事
長
に
就
任
。『
外
地

篇
』。
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興
亜
院
政
務
部
『
支
那
関
係
主
要
会
社
法
令
及
定
款
集
』
一
九
四
〇
年
、
四
一
四
頁
〜
四
一
五
頁
。

中
村
隆
英
『
戦
時
日
本
の
華
北
経
済
支
配
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
三
一
五
頁
。

鉱
工
業
を
主
と
す
る
懇
談
会
、
一
九
四
一
年
十
二
月
五
日
、『
第
三
回
大
会
報
告
書
』一
九
三
頁
。
武
藤
公
平
は
一
八
九
三
年
生
ま
れ
、
一
九
二
三
年
京
大
英

法
科
卒
、
佐
賀
県
属
、
地
方
警
視
、
佐
賀
警
察
署
長
、
拓
務
事
務
官
、
拓
務
省
管
理
局
・
拓
務
局
、
本
庁
内
務
部
長
を
経
て
蒙
古
聯
合
自
治
政
府
産
業
部
次
長
、

大
同
炭
砿
株
式
会
社
政
府
代
表
理
事
。『
外
地
篇
』。

第
二
分
科
会
（
鉱
業
）、
一
九
三
九
年
十
二
月
六
日
、『
第
一
回
大
会
報
告
書
』
一
三
六
頁
〜
一
三
七
頁
。
中
松
真
卿
は
一
八
八
三
年
生
ま
れ
、
一
九
〇
八
年

東
大
政
治
科
卒
、
特
許
局
審
査
官
、
農
商
務
書
記
官
、
特
許
局
総
務
部
長
兼
意
匠
商
標
部
長
、
商
工
省
保
険
部
長
、
鉱
山
局
長
、
特
許
局
長
官
等
歴
任
。『
東
京

篇
』。鉱

工
業
を
主
と
す
る
懇
談
会
、
一
九
四
一
年
十
二
月
五
日
、『
第
三
回
大
会
報
告
書
』二
〇
六
頁
〜
二
〇
七
頁
。
小
日
山
直
登
は
一
八
八
六
年
生
ま
れ
、
一
九

一
二
年
東
大
英
法
科
卒
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
に
入
り
撫
順
炭
礦
株
式
会
社
庶
務
部
長
、
国
際
運
輸
株
式
会
社
代
表
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
理
事
、
銑
鉄

共
同
販
売
株
式
会
社
専
務
、
株
式
会
社
昭
和
製
鋼
所
社
長
等
歴
職
。『
東
京
篇
』。

重
工
業
部
会
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
二
八
日
、『
第
二
回
大
会
報
告
書
』
四
四
〇
頁
。
な
お
、
拙
稿
に
に
て
紹
介
し
た
が
、
小
畑
は
こ
の
あ
と
続
け
て
「
先
般

の
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
屑
鉄
の
対
日
輸
出
禁
止
は
我
が
国
一
部
製
鋼
業
者
に
打
撃
を
与
ふ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
は
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
之
を
動
機

と
致
し
ま
し
て
我
が
国
鉄
鋼
業
は
輸
入
ス
ク
ラ
ツ
プ
へ
の
依
存
を
脱
却
致
し
ま
し
た
銑
鋼
一
貫
作
業
の
完
成
へ
と
邁
進
す
る
こ
と
ゝ
な
り
ま
し
て
、
却
つ
て
東

亜
鉄
鋼
業
の
自
主
性
を
高
め
る
結
果
と
な
つ
た
こ
と
に
最
大
の
喜
び
を
感
ず
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
ア
メ
リ
カ
の
屑
鉄
禁
輸
措
置
を
も
歓
迎
す
る
と
強
弁

し
て
い
る
。
同
上
書
、
四
四
一
頁
。
小
畑
忠
良
は
一
八
九
三
年
生
ま
れ
、
一
九
一
七
年
東
大
英
法
科
卒
、
住
友
本
社
経
理
部
長
を
経
て
現
職
。『
東
京
篇
』。

重
工
業
部
部
会
、
一
九
四
〇
年
年
十
一
月
二
八
日
、『
第
二
回
大
会
報
告
書
』
四
九
三
頁
。

吉
田
健
三
郎
（
日
鉄
鉱
業
株
式
会
社
常
務
取
締
役
）
の
発
言
。
鉱
工
業
を
主
と
す
る
懇
談
会
、
一
九
四
一
年
十
二
月
五
日
、『
第
三
回
大
会
報
告
書
』
一
六
四

頁
。
吉
田
健
三
郎
は
一
八
八
三
年
生
ま
れ
、
一
九
一
〇
年
東
大
法
科
卒
、
製
鉄
所
副
参
事
、
大
阪
・
福
岡
鉱
山
監
督
局
長
、
二
瀬
鉱
業
所
長
等
を
経
て
現
職
。

『
東
京
篇
』。

山
際
満
寿
一
（
蒙
古
連
合
自
治
政
府
代
表
、
龍
烟
鉄
鉱
株
式
会
社
理
事
長
）
の
発
言
。
第
二
分
科
会
（
鉱
業
）、
一
九
三
九
年
十
二
月
六
日
、『
第
一
回
大
会

報
告
書
』
一
三
〇
頁
〜
一
三
一
頁
。
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軍
管
理
石
景
山
製
鉄
所
「
軍
管
理
石
景
山
製
鉄
所
概
要
」
一
九
四
〇
年
九
月
（
山
崎
技
師
（
興
亜
院
）『
昭
和
十
五
年
九
月

北
支
生
産
拡
充
事
業
共
同
現
地

調
査
懇
談
会
関
係
書
類
』（
筆
者
所
蔵
）
所
収
）。

軍
管
理
石
景
山
製
鉄
所
「
軍
管
理
石
景
山
製
鉄
所
概
要
」（
前
掲
）。

第
二
分
科
会
（
鉱
業
）、
一
九
三
九
年
十
二
月
六
日
、『
第
一
回
大
会
報
告
書
』
一
三
一
頁
。

重
工
業
部
部
会
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
二
八
日
、『
第
二
回
大
会
報
告
書
』四
五
八
頁
〜
四
五
九
頁
。
臼
井
千
尋
は
一
八
八
七
年
生
ま
れ
、
上
田
中
学
卒
、
片

倉
製
糸
に
入
り
、
日
東
紡
績
株
式
会
社
取
締
役
兼
福
島
工
場
長
を
経
て
一
九
三
七
年
日
東
紡
績
株
式
会
社
常
務
。『
東
京
篇
』。

手
塚
正
夫
『
支
那
重
工
業
発
達
史
』
大
雅
堂
、
一
九
四
四
年
。

い
ず
れ
も
『
昭
和
財
政
史
資
料
』
第
三
十
一
冊
第
六
号
。

中
村
隆
英
『
戦
時
日
本
の
華
北
経
済
支
配
』（
前
掲
）、
一
四
三
頁
。

中
村
隆
英
『
戦
時
日
本
の
華
北
経
済
支
配
』（
前
掲
）。

※
本
稿
は
平
成
十
六
年
度
〜
十
八
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
貿
易
に
関
す
る
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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附図 満州国・華北の主要都市と鉱産資源

『満州帝国分省地図並地名総攬（満州建国十周年記念版）』国際地学協会、1942年刊
（国書刊行会、1980年復刻）、社団法人地図研究所編『大東亜共栄圏地図帖』日本統
制地図株式会社、1944年、山本熊太郎『概観東亜地理 中華民国篇』柁谷書院、1941
年により作成。
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